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ご注意
❏ 本書の内容の一部または全部を無断で転載、複写、複製、改ざんすることは固くお断りします。

❏ 本書の内容については、予告なしに変更することがあります。最新の情報はお問い合わせください。

❏ 本書の内容については、万全を期して作成いたしましたが、万一ご不審な点や誤り、記載もれなど、お気づきの
点がありましたらご連絡ください。 

❏ 運用した結果の影響については、上項にかかわらず責任を負いかねますのでご了承ください。

❏ 本製品がお客様により不適切に使用されたり、本書の内容に従わずに取り扱われたり、またはエプソンおよびエ
プソン指定の者以外の第三者により修理・変更されたことなどに起因して生じた損害などにつきましては、責任
を負いかねますのでご了承ください。

❏ エプソン純正品およびエプソン品質認定品以外のオプションまたは消耗品を装着してトラブルが発生した場合に
は、責任を負いかねますのでご了承ください。

商標について
Microsoft、Windows は米国 Microsoft Corporation の米国、日本およびその他の国における登録商標です。

IOS は、米国およびその他の国における Cisco 社の商標または登録商標であり、ライセンスに基づき使用されてい

ます。

Android ™ は Google LLC の商標です。

その他の製品名は各社の商標または登録商標です。

ESC/POSコマンドシステム
エプソンは、独自の POS プリンターコマンドシステム、ESC/POS により、業界のイニシアチブをとってきました。
ESC/POS は特許取得済のものを含む数多くの独自のコマンドを持ち、高い拡張性で多才な POS システムの構築を実
現します。エプソン POS プリンターとディスプレイの全タイプに互換性を持つほか、この独自の制御システムには
フレキシビリティもあるため、将来アップグレードが行ないやすくなります。その機能と利便性は世界中で評価され
ています。

©Seiko Epson Corporation 2024
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TM-U220II 詳細取扱説明書

安全のために

記号の意味

本書では以下の記号が使われています。それぞれの記号の意味をよく理解してから製品を取り
扱ってください。

警告 :
この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性が想定され
る内容を示しています。

注意 :
この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、次のような被害が想定される内容を示してい
ます。

●人が傷害を負う可能性

●物的損害を起こす可能性

●データなどの情報損失を起こす可能性

注記 :
製品の性能を維持するための必要な制限事項、および本製品の取り扱いについて有効な情報を
示してます。
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警告事項

警告 :
❏ 煙が出たり、変なにおいや音がするなど異常状態のまま使用すると、火災・感電のおそれ

があります。すぐに電源スイッチを切り、電源コードをコンセントから抜いてください。

❏ 改造または本書で指示されている以外の分解はしないでください。けがや火災・感電のお
それがあります。

❏ 感電の危険を避けるため、雷が発生している間は、本製品の設置およびケーブル類の取り
付け作業をおこなわないでください。

❏ 必ず指定されている電源をお使いください。他の電源を使うと、火災・感電のおそれがあ
ります。

❏ 本製品を指定以外の電圧で使用しないでください。火災・感電のおそれがあります。

❏ 付属の電源コード以外は使用しないでください。また、付属の電源コードを他の機器に使
用しないでください。

❏ 電源コードは安全規格取得品を使用してください。

❏ ぬれた手で電源プラグを抜き差ししないでください。感電のおそれがあります。

❏ 本製品の内部に異物を入れたり、落としたりしないでください。火災・感電のおそれがあ
ります。

❏ 万一、水などの液体が内部に入った場合は、すぐに電源スイッチを切り、電源コードをコ
ンセントから抜いてください。そのまま使用すると火災・感電のおそれがあります。

❏ 電源コードのたこ足配線はしないでください。火災のおそれがあります。家庭用電源コン
セント（交流100ボルト）から電源を直接取ってください。

❏ 電源コードの取り扱いには注意してください。誤った取り扱いをすると火災・感電のおそ
れがあります。

 ・電源コードを加工しない。

 ・電源コードの上に重いものを乗せない。

 ・無理に曲げたり、ねじったり、引っ張ったりしない。

 ・熱器具の近くに配線しない。

 ・電源プラグはホコリなどの異物が付着したまま差し込まない。

 ・電源プラグは刃の根元まで確実に差し込む。
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TM-U220II 詳細取扱説明書

注意事項

注意 :
❏ 本製品には本書で指示した以外の機器を接続しないでください。故障・火災等を起こす場

合があります。

❏ 不安定な場所（ぐらついた台の上や傾いた所など）に置かないでください。落ちたり、倒
れたりして、けがをするおそれがあります。

❏ 湿気やほこりの多い場所に置かないでください。故障や火災・感電のおそれがあります。

❏ 本製品の上に乗ったり、重いものを置かないでください。倒れたり、こわれたりしてけが
をするおそれがあります。

❏ 本製品を長期間ご使用にならないときは、安全のため必ず電源プラグをコンセントから抜
いてください。

❏ シロキサンを含むシリコン系ガス（シリコン接着剤、シリコンオイル、シリコンパウダー
等）、および、悪性ガス（硝酸、硫化水素、アンモニア、塩素等）が大気中に存在する場所
で使用した場合、メカニカルスイッチ、DCモーター等のメカ接点部が、絶縁皮膜の付着
または酸化により、短時間で接点障害を起こす場合があります。

モジュラータイプコネクターについて

❏ 本製品は、キャッシュドロアーまたはカスタマーディスプレイ専用コネクターとして、モ
ジュラータイプコネクターを使用しています。これらのコネクターには決して一般公衆回
線などのコネクターを接続しないでください。

電波障害自主規制について

この装置は、クラス A 機器です。この装置を住宅環境で使用すると電波妨害を引き起こすこと
があります。この場合には使用者が適切な対策を講ずるよう要求されることがあります。

VCCI-A
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本書について

本書の目的

本書は、プリンター TM-U220II を用いた POS システムを開発、設計、設置または、プリン
ターのアプリケーションの開発、設計に必要な全ての情報を、日本国内の開発技術者に提供す
ることを目的としています。

本書の構成

第 1 章  製品概要 特徴および仕様の概要

第 2 章  セットアップ 制御方法および各接続形式の紹介

第 3 章  トラブルシューティング 使用の際に有用な情報

第 4 章  アプリケーション開発情報 プログラミングの際に有用な情報

第 5 章  TM-U210/TM-U220/TM-U300 置き換え時の
注意事項

TM-U220II を TM-U220/TM-U210/
TM-U300 と置き換える場合の諸注意
および比較情報

第 6 章  製品仕様 製品仕様

第 7 章  システム設計 制御方法および各接続形式の紹介

付録 A  TM-U220II/TM-U220/U210/U300 比較表 TM-U220II と TM-U220/TM-U210/
TM-U300 の比較表

付録 B  文字コード表 対応文字表
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第 1 章 
製品概要

1.1 特徴

TM-U220II はレシート印刷（ロール紙）用プリンターであり、TM-U220/TM-U210 との置き換
えが可能です。

1.1.1 概要

❏ 小型、軽量です。

❏ 3 タイプの機種が用意されています。（1-2 ページ「プリンターの種類」参照）

❏ 高信頼性で長寿命です。（キャリッジ送り、紙送り、共にステッピングモーターを採用）

❏ 壁掛けでの設置が対応可能です。（ B, D タイプ） （オプションの壁掛け部品を使用）

1.1.2 プリンターの取扱い

❏ ロール紙を投げ込むだけで簡単に用紙セットができ、メンテナンスも容易です。

❏ ケーブルコネクターをプリンター底面に収納できます。

❏ ドロアーキック用インターフェイス内蔵により最大 2 つのドロアーを駆動可能です。

❏ オートカッターユニットを内蔵しています。（A、 B タイプ）

❏ ジャーナル巻取り装置を内蔵しています。 （A タイプ）

1.1.3 印字

❏ ロジカルシーキング制御による高速印字が可能です。

❏ 印字色切換 （黒または赤）が可能です。

❏ 各種紙幅 （B、D タイプ : 76 / 69.5 / 57.5 mm）に対応しています。

1.1.4 ソフトウェア

❏ ESC/POS コマンド準拠の制御コマンドを採用しているため、高い汎用性をもっています。

❏ Windows ドライバー、OPOS ADK、OPOS ADK for NET 等を用意しています。

❏ プリンターの状態変化を自動的に送信する ASB（Automatic Status Back）機能を搭載して
います。
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1.2 製品仕様

1.2.1 プリンターの種類

TM-U220II には A, B, D の 3 タイプがあります。 その特徴は次のとおりです。

1.2.2 標準付属品

本プリンターには以下のものが付属されています。

❏ マニュアル

❏ ロール紙 :  1 ロール *

❏ パワースイッチカバー（誤操作による電源切断防止のため）

❏ 専用インクリボン ERC-38（黒赤 2 色）

❏ 電源ユニット *

❏ 配線クランプ（ロッキングワイヤーサドル）*

* プリンターに同梱されていない場合があります。

Type A Type B Type D

2色印字 ○ ○ ○

オートカッター ○ ○ ×

巻取り装置 ○ × ×

紙幅 （mm） 76 76/ 69.5/ 57.5 76/ 69.5/ 57.5

壁掛け設置 × ○ ○

対応言語 英数字、および 日本漢字 英数字、および 日本漢字 英数字、および 日本漢字

ニアエンド検出器 工場出荷時オプション 工場出荷時オプション 工場出荷時オプション
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1.2.3 オプション

オプション品は下表のとおりです。

分類 名称 説明

オプション

WH-10 壁掛け設置用オプションユニット

PS-180 エプソン製電源供給ユニット

PS-190 エプソン製電源供給ユニット

OT-BX220 電源ボックス

OT-BZ20 外付けオプションブザー

DF-10 製品固定用テープ

POSアクセサリ DM-D series カスタマーディスプレイ

消耗品

ロール紙 印字に必要

リボンカセット 印字に必要
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1.3 消耗品

1.3.1 リボン

レシート印字にはリボンカセットが必要です。リボンには次の 2 種類があります。

❏ Epson ribbon cassette, ERC-38 （B） （寿命 : 3,000,000 文字 / 色 : 黒）

❏ Epson ribbon cassette, ERC-38 （B/R） （寿命 : 1,500,000 文字 / 色 : 黒）
                                                                （寿命 : 750,000 文字 / 色 : 赤） 

注記 :
これらリボンカセットの寿命は、当社測定条件下におけるものです。

1.3.2 ロール紙

使用できるロール紙は、大きく分けると下記の 2 種類があります。

❏ インパクトドットプリンター用ロール紙（単票紙）

❏ インパクトドットプリンター用ロール紙（複写紙）

紙幅には 76 mm/69.5 mm/57.5 mm の 3 種類があります。（A タイプは 76 mm のみ使用可能）
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第 2 章
セットアップ

2.1 部品名称および基本操作

2.1.1 部品名称

ロール紙カバー

リボンカセットカバー

電源スイッチ

コントロールパネル

図はAタイプです。

ユニット
（Aタイプのみ）

マニュアルカッター
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2.1.1.1 コネクター

警告 :
ドロアーキックコネクターに、電話線を差し込まないでください。電話回線またはプリンターを破損するおそ
れがあります。
ドロアーキックコネクターに、Type-B の USB コネクターを挿入しないでください。挿入した場合、コネク
ター、プリンターおよびそのシステムが故障する可能性があります。

コネクターは全て、プリンター底面に配置されています。各種ケーブルを接続するときは、コ
ネクターの形状 とケーブル先端の形状を確認して、まっすぐ差し込んでください。 

注記 :
このイラストはシリアルインターフェイス仕様を示しています。

インターフェイスコネクター
ドロアーキックコネクター 電源供給コネクター
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2.1.2 コントロールパネル

以下にコントロールパネルを示します。

❏ （電源）LED： 電源の ON/OFF 状態を表します。

❏ （エラー）LED：エラーの状態を表します。
LED が点滅でなく点灯の場合（オフライン状態）は、カバーが開い
ていないか確認してください。LED が点滅している場合（エラー状
態）は、3-1 ページ「LED 点滅パターン」を参照してください。

❏ （紙なし）LED：用紙残量の状態を表します。

注記 :
検出器の設定方法については、2-26 ページ「ロール紙ニアエンド検出位置の設定」を参照
してください。

❏ （紙送り）ボタン：　押している間、紙送りを行います。

注記 :
FEEDボタンは ESC/POS コマンドにより無効にできます。詳細については、 “ESC/POS
コマンドリファレンス ” を参照してください。

紙送りは FEEDボタンを操作しなくてもアプリケーションから操作できます。詳細は各ド
ライバーの資料を参照してください。

点灯 :  電源が入っている。　（電源ON）

消灯 :  電源が切れている。　（電源OFF）

点灯 :  ロール紙エンドまたはニアエンド （*1） を検出。

消灯 :  ロール紙あり（通常の状態）

点滅 :  セルフテスト印字継続待ち状態。（FEEDボタン押し待ち状態） 
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2.2 セットアップの流れ

本製品をご使用になる前に、本製品の性能を十分発揮するため様々な設定を行っていただく必
要があります。ご使用になる環境に応じて適切な設定を行ってください。

プリンターを使用するための準備として、セットアップの流れは次のとおりになります。

5. セットアップ完了

2. 各種設定 （必要な場合）

  ❏ ディップスイッチ
  ❏ メモリースイッチ
  ❏ 紙幅
                  （ガイド & メモリースイッチの設定）
  ❏ ロール紙ニアエンド検出器
                   （搭載機種のみ）
  ❏ オートカッター方式 （A、 B タイプ）
         （2-15 ページ「各種設定」参照）

4. ドライバーのセットアップ
（2-30 ページ「プリンタードライバーのホスト
PC / POS ターミナルへのインストール」参照）

直接制御方式（ESC/POS
コマンド）を選択した場
合、ドライバーのインス
トールは必要ありません。

1. プリンターのセットアップ

    ❏ リボンカセットのセット
    ❏ ロール紙のセット
    ❏ プリンターの電源接続
    ❏ 外付けオプションブザーの接続
              （ 2-6 ページ「プリンターのセットアップ」参照）

3. プリンターのホスト PC/POS ターミナルへの接続
（2-27 ページ「プリンターのホスト PC / POS ターミナルへの接続」参照）
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続いて各項目の概要を説明します。プリンターを使うための準備の流れは次のとおりです。

1. プリンターセットアップ
              • リボンカセットのセット （2-6 ページ「リボンカセットの取り付け・交換」）
              • ロール紙のセット （2-7 ページ「ロール紙のセット」）
              • プリンターの電源接続 （2-13 ページ「電源供給ユニットの接続」）
              • 外付けオプションブザーの接続
                        （2-13 ページ「外付けオプションブザーの接続」）

2. 各種設定 （必要な場合） 

このプリンターをシリアルインターフェイスでお使いの場合、通信設定が必要です。
設定方法については、 2-15 ページ「ディップスイッチ設定」 および 2-18 ページ「メモ
リースイッチ」 を参照してください。

            • ディップスイッチ （2-15 ページ「ディップスイッチ設定」）
                   ディップスイッチは、シリアル通信条件、busy 条件、印字桁、
                   受信バッファー容量などを設定します。
            • メモリースイッチ （2-18 ページ「メモリースイッチ」）
                   メモリースイッチは、シリアル通信条件、ロール紙幅、
                   カバーオープンステータス操作などを設定します。
            • 紙幅 （2-25 ページ「ロール紙幅の設定」）
                   紙幅はガイド & メモリースイッチにより設定します。  
            • ロール紙ニアエンド検出器 （検出器搭載機種のみ）
                  （2-26 ページ「ロール紙ニアエンド検出位置の設定」）

3.  ホスト PC/POS ターミナル（およびキャッシュドロアー）へのプリンター接続
               （2-27 ページ「プリンターのホスト PC / POS ターミナルへの接続」）

4. ドライバーのセットアップ（ドライバー使用の場合）
（2-30 ページ「プリンタードライバーのホスト PC / POS ターミナルへのイ
ンストール」）

5. セットアップ完了
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2.3 プリンターのセットアップ 

2.3.1 リボンカセットの取り付け・交換

エプソン純正リボンカセットの使用を推奨します。それ以外のリボンカセットの使用によるプ
リンター損傷は当社の保証外となります。 

リボンカセットを初めて取り付ける場合や交換する場合は、次の手順に従ってください。

1. リボンカセットを開封し、つまみを
矢印の方向へ回してたるみをとりま
す。

2. プリンター側面のタブを使用して、
リボンカセットカバーを開けます。

3. 古いリボンがあれば取り出します。

4. 図に示すように新しいリボンを挿入
し、カチッと音がするまで押し込み
ます。

注記 :
リボンがプリントヘッドとプラテンの間
に正しくセットされ、しわが寄ったり折
り目がついたりしていないことを確認し
てください。

5. リボンカセットカバーを閉めます。

つまみ

タブ
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2.3.2 ロール紙のセット

A タイプと B、D タイプでは、セット手順が多少異なります。ご使用のプリンターのタイプに
合わせて 2-8 ページ「B、D タイプのロール紙セット」、2-9 ページ「A タイプのロール紙セッ
ト」をそれぞれお読みください。

注意 :
ロール紙は、指定のロール紙を使用してください。
マニュアルカッターには触れないでください。指をけがするおそれがあります。
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2.3.2.1 B、Dタイプのロール紙セット

1. 左図のようにロール紙の先端が整ってい
ないときは、ロール紙の先端をはさみで
切り揃えます。

2. プリンターの電源を入れ、左図のように
プリンター側面のタブを使用してユニッ
トを開けます。

3. 左図のようにロール紙をセットします。

注記 :
左図のような巻き方向になるように注意
してください。

2 重ロール紙を使用する場合は、1 枚目
と 2 枚目の紙が紙出口でずれないように
注意してください。（上図を参照してく
ださい）

4. ロール紙カバーを閉じて、ロール紙のセットは完了です。

タブ
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2.3.2.2 A タイプのロール紙セット

1. 左図のようにロール紙の先端が整ってい
ないときは、ロール紙の先端をはさみで
切り揃えます。

2. プリンターの電源を入れ、左図のように
プリンター側面のタブを使用してロール
紙カバーを開けます。

注記 :
ロール紙カバーを開けると、プリンター
は自動的に約 30 mm の紙送りを行いま
す。これは、ロール紙カバー開閉時に
ロール紙を傷つけないようにするための
正常な動作です。 

電源が入っていないとロール紙カバーを
開けても紙送りを行いません。カバーを
閉じるときにロール紙をはさまない様、
注意してください。

3. 左図のように、レバーを使用してユニッ
トを開けます。

タブ

レバー
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4. 左図のようにロール紙をセットします。

注記 :
左図のような巻き方向になるように注意
してください。

2 重ロール紙を使用する場合は、1 枚目
と 2 枚目の紙が紙出口でずれないように
注意してください。（上図を参照してく
ださい）

5. 巻き取り軸を使用しない場合は、 ロール紙を手前に少し引き出し、ユニットとロー
ル紙カバーを閉めてから、引き出したロール紙をマニュアルカッターで切り取るこ
とでロール紙セットは完了です。（下記の手順 6 から 12 は不要です）
巻き取り軸を使用する場合（2 重ロール紙を使用する場合）、続けて下記の手順 6 以
降に従ってください。

6. 2 重ロール紙を使用する場合は、左図の
ようにプリンターの下まで紙を引き出し
ます。
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7. 左図のようにユニットを閉じます。

8. 左図のように、2 重紙の下紙（ジャーナ
ル紙）の終端を、巻き取り軸に差し込み
ます。

9. 巻き取り軸をプリンターに取り付けま
す。左図のように、ロール紙が巻取り軸
の縁にまっすぐ沿うようにします。 

10. FEEDボタンを押して紙送りを行い、
ロール紙を巻き取り軸に巻きます。

11. ロール紙カバーを閉じ、左図のように
ロール紙をマニュアルカッターで切り取
ります。
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注記 :
タイプ A のプリンターでは電源スイッチが ON になっているときにロール紙カバーを開ける
と、約 30 mm の紙送りを実行します。電源スイッチが OFF のときにはこの動作は行われない
ので、カバーを閉じるときにロール紙をはさまないために、FEEDボタンでロール紙を 30 mm
程紙送りしてください。

印字または紙送り中は、ロール紙カバーを開けないでください。

プリンターを使用するときは、紙送りが終了した後に、マニュアルカッターでロール紙を切っ
てください。

2.3.2.3 ロール紙の交換

1. プリンターの電源を入れ、左図の
ように、プリンター側面のタブを
使用してロール紙カバーを開けま
す。

2. B、D タイプのみ : 使用済みのロール紙の芯を取り除きます。

3. A タイプのみ : 巻き取り軸を取り
出し、左図のようにユニットオー
プンレバーを使用して、ユニット
を開けます。使用済みのロール紙
の芯を取り除きます。

4. 新しいロール紙を挿入します。2-9 ページ「A タイプのロール紙セット」を参
照してください。

タブ

レバー
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2.3.3 電源供給ユニットの接続

警告 :
必ず同梱のACアダプター [AC adapter, C1（型番：M235B）] を使用してください。
TM-U210付属のPA-#### or PB-#### 電源ユニットは使用しないでください。
誤った電源の使用は、火災や感電の原因となるおそれがあります。

注意 :
プリンターの電源を抜き差しするときは、電源がコンセントに接続されていないことを確認し
てください。電源供給やプリンターを損傷するおそれがあります。

2.3.3.1 接続手順
1. プリンターの電源スイッチが OFF で、電源供給コードがコンセントに接続していないこと

を確認します。

2. 電源供給のラベルで、電源供給の必要電圧がコンセントの電圧と合っていることを確認し
ます。

3. 以下に示すコネクターに電源供給コードを差し込みます。

注記 :
DC ケーブルコネクターを外すには、電源供給コードが接続されていないことを確認し、矢印
のところでコネクターを持ってまっすぐに引き抜きます。

プリンターに電源供給ユニットを接続した後は、セルフテストを行って動作を確認することを
推奨します。詳細については、2-30 ページ「セルフテスト」を参照してください。

2.3.4 外付けオプションブザーの接続 

外付けオプションブザー（型番：OT-BZ20）をプリンターのドロアーキックコネクターに接続す
ると、コマンドによって、またはエラーが起きたときや用紙の自動カット時など、プリンターが
特定の動作をしたときにブザーが鳴るように設定できます。また、ブザーを鳴らす場面に応じ
て、ブザー音のパターンや回数を異なる設定にできます。
ブザーの有効 / 無効設定およびブザー音のパターン、回数などの設定はメモリースイッチ（カス
タマイズバリュー）で行います。メモリースイッチ（カスタマイズバリュー）の詳細は、2-18 ペー
ジ「メモリースイッチ」を参照してください。

電源供給コネクター
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注記 :
• 外付けオプションブザーの接続 / 取り外しは、必ずプリンターの電源を切ってから行ってく
ださい。

• 外付けオプションブザーとキャッシュドロアーを同時に使用することはできません。分岐コ
ネクターなどを使用して両方を同時にプリンターに接続しないでください。

2.3.4.1 取り付け位置 
外付けオプションブザーは、以下の位置に取り付けることを推奨します。

注記 :
• ロール紙が排出される面には取り付けないでください。

• 液体などが内部に入るのを防ぐため、外付けオプションブザーの音量調整ノブが横向き、ま
たは下向きになるように取り付けてください。

音量調整ノブ
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2.4 各種設定

本プリンターは以下の項目について設定が可能です。

❏ ディップスイッチ （通信条件、busy 条件、印字桁、受信バッファー容量など。）

❏ メモリースイッチ （シリアル通信条件、ロール紙幅、カバーオープンステータス操作など）

❏ ロール紙幅（76 mm / 69.5 mm / 59.5 mm）（ガイド & メモリースイッチ設定）

❏ ロール紙ニアエンド検出器位置

現在の設定はセルフテストで確認できます。（2-30 ページ「セルフテスト」参照）

注記 :
1200 bps、2400 bps、19200 bps、38400 bps、57600 bps、115200 bps でシリアルインターフェ
イス仕様を使用するには、ディップスイッチの「シリアルインターフェイス選択」機能とメモ
リースイッチの「シリアル通信条件」の設定が必要です。 

上記項目の設定を行った場合は、新しい設定を確認することを推奨します。確認はセルフテス
トを実施することで行います。 2-30 ページ「セルフテスト手順」を参照してください。

2.4.1 現在設定の確認方法

セルフテストを使って現在の設定を確認できます。2-30 ページ「セルフテスト」を参照してくだ
さい。

2.4.2 ディップスイッチ設定

ディップスイッチの機能はインターフェイス仕様により異なります。

設定を変更する場合は、次の手順で行います。

1. プリンターの電源が切れていることを確認します。

2. プリンター底面のディップスイッチカバーを、＋のスクリュードライバーを使用して取り
外します。
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3. ディップスイッチを、ピンセット等の道具でお好みに設定します。（ディップスイッチの機
能については、次ページを参照してください）

4. プリンター底面のディップスイッチカバーを取り付けなおします。

注意：
ディップスイッチの蓋を外すときは、プリンターの電源を切り、全てのケーブルを取り外して
ください。
電源を入れたままで外すと、ショートなどにより、プリンターが故障するおそれがあります。
ディップスイッチカバーを開けたら、設定後必ず閉じてください。
開けたままで使用すると、火災や感電の原因となるおそれがあります。

2.4.2.1 ディップスイッチの機能

(*) 文字間ドットスペースの選択：ON ＝ 2 ハーフドット  OFF
＝ 3 ハーフドット
表中の桁数は 76 mm 紙の場合を示す。

シリアルインターフェイス
（ディップスイッチ1） （ディップスイッチ2）

SW 機能 On Off
初期値

SW 機能 On Off
初期値

Aタイプ Bタイプ Cタイプ Aタイプ Bタイプ Cタイプ
1 データ受信エ

ラー
無視する “?”を印

字
OFF OFF OFF 1 印字桁数 (*) 42/35 40/33 OFF OFF OFF

2 受信バッファー
容量

40バイト 20 KB OFF OFF OFF 2 内部使用（オー
トカッター）

有効 無効 ON ON OFF

3 ハンドシェイク XON/
XOFF

DTR/DSR OFF OFF OFF 3 未定義 - OFF OFF OFF OFF

4 データビット長 7 bits 8 bits OFF OFF OFF 4 シリアル I/F の
選択要因

メモリース
イッチ

ディップス
イッチ

OFF OFF OFF

5 パリティチェッ
ク

あり なし OFF OFF OFF 5 未定義 - OFF OFF OFF OFF

6 パリティ選択 偶数 奇数 OFF OFF OFF 6 内部使用（フ
ラッシュメモ
リー書き換え）

選択する 選択しない OFF OFF OFF

7 通信速度 4800 
bps

9600 
bps

OFF OFF OFF 7 #6ピンリセッ
ト

使用する 使用しない OFF OFF OFF

8 BUSYにする条
件

受信バッ
ファーフル

受信バッ
ファーフル
またはオフ
ライン

OFF OFF OFF 8 #25ピンリセッ
ト

使用する 使用しない OFF OFF OFF

ON

OFF ON

OFF
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(*) 文字間ドットスペースの選択：ON ＝ 2 ハーフドット  
OFF ＝ 3 ハーフドット
表中の桁数は 76 mm 紙の場合を示す。

注記 :
ディップスイッチ 2-1 の設定については、 2-17 ページ「ディップスイッチ 2-1 について」 を参照
してください。

1200 bps、 2400 bps、19200 bps、38400 bps、57600 bps、115200 bps でシリアルインターフェ
イス仕様を使用する場合は、ディップスイッチの「シリアルインターフェイス選択」および

「メモリースイッチ」の「シリアル通信条件」の設定が必要です。 

2.4.2.2 ディップスイッチ2-1 について
ディップスイッチ 2-1 により印字桁数を下表のように設定します。 

単位 : cpl （1行あたりの文字数）

注記 :
漢字フォントにおける 1 行あたりの文字数は ESC/POS コマンドにより変更可能です。 （デ
フォルト : 22 cpl　変更時 : 25 cpl）

その他のインターフェイス
（ディップスイッチ1） （ディップスイッチ2）

SW 機能 On Off
初期値 SW 機能 On Off 初期値
Aタイプ Bタイプ Cタイプ Aタイプ Bタイプ Cタイプ

1 自動改行 有効 無効 OFF OFF OFF 1 印字桁数 (*) 42/35 40/33 OFF OFF OFF
2 受信バッファー

容量
40 bytes 20 KB OFF OFF OFF 2 内部使用（オート

カッター） 
有効 無効 ON ON OFF

3～ 7 未定義 - OFF OFF OFF OFF 3～ 7 内部使用（フラッ
シュメモリー書
き換え）

選択する 選択しな
い

OFF OFF OFF

8 BUSYにする
条件

受信バッ
ファーフ
ル

受信バッ
ファーフ
ルまたは
オフライ
ン

OFF OFF OFF 8 有線 LAN、パラ
レル：＃ 31ピン
リセット

使用する 使用しな
い

ON ON ON

USB-B：未定義 - - OFF OFF OFF

紙幅 文字フォント

ディップスイッチ2-1 
設定

ON OFF

76 mm フォントA （9 x 9） 35 33

フォントB （7 x 9） 42 40

69.5 mm フォントA （9 x 9） 32 30

フォントB （7 x 9） 40 36

57.5 mm フォントA （9 x 9） 27 25

フォントB （7 x 9） 33 30
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2.4.3 メモリースイッチ

本プリンターには、ソフトウェアスイッチとして「メモリースイッチ」があります。「メモ
リースイッチ」には、「Msw 2」、「Msw 8」、「カスタマイズバリュー」、「シリアル通信条件」
があります。

「メモリースイッチ設定ユーティリティー」により、メモリースイッチを以下の表のように設
定できます。（デフォルト : 全て OFF）

注記 :
メモリースイッチを変更するには 5 つの方法があります。
             • メモリースイッチ設定ユーティリティー
             • メモリースイッチ設定モード （変更項目には制限があります。）
             • setupPOS ユーティリティー （OPOS のみ。 変更項目には制限があります。
　　　　　　　　　ただし、“ メモリースイッチ ” という名称は使用しておりません）
             • Advanced Printer Driver（ 変更項目には制限があります。
　　　　　　　　　ただし、“ メモリースイッチ ” という名称は使用しておりません））  
             • ESC/POS コマンドによる直接操作  

メモリースイッチには「メモリースイッチ設定モード」で変更できるものがあります。詳細は 2-
20 ページ「メモリースイッチ設定モード」を参照してください。

メモリースイッチの設定は NV メモリーに保存されるため、プリンターの電源を切っても設定
は保持されます。

OPOS や APD を使用する場合は、一般的にメモリースイッチの設定をする必要はありません。
OPOS や APD は、自動的にメモリースイッチの設定を行います。

TM-U220II を TM-U210 と置き換える場合は、Msw 8-5, 8-8 を OFF（デフォルト設定）に設定
してください。

メモリースイッチ2
スイッチ
番号 機能 On Off 初期値
1 予約 - Off Off
2 予約 - Off
3 簡体字中国語仕様の文字コード規格 GB2312 GB18030
4～ 8 予約 - Off

メモリースイッチ8
SW 機能 On Off 初期値
1～ 4 予約 - Off Off
5 カバーオープンステータスの選択 カバーオープン 紙なし
6 予約 - Off
7 未定義 - -
8 印字中のロール紙カバーオープン 復帰可能エラー 自動復帰エラー
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注記 :
Msw 8-5:
OFF 選択時 : ロール紙カバーが開いたとき、プリンターは「ロール紙エンド」状態としてス

テータスをホスト PC へ送信する。
ON 選択時 : ロール紙カバーが開いたとき、プリンターは「ロール紙カバーオープン」状態と

して  ステータスをホスト PC へ送信する。
TM-U210 から置き換える場合は、 Msw 8-5 を OFF に設定してください。

Msw 8-8:
OFF 選択時 : ロール紙カバーが開いたとき、プリンターは「自動復帰エラー」状態としてス

テータスをホスト PC へ送信する。
ON 選択時 : ロール紙カバーが開いたとき、プリンターは「復帰可能エラー」状態としてス

テータスをホスト PC へ送信する。
TM-U210 から置き換える場合は、 Msw 8-8 を OFF に設定してください。

Msw 8-5 および 8-8 は「メモリースイッチ設定モード」で設定できます。2-20 ページ「メモ
リースイッチ設定モード」を参照してください。

※1：外付けオプションブザーに対して有効

カスタマイズバリュー
機能 値
自動用紙節約機能の設定 上余白の削減 余白削減しない（デフォルト値） 余白削減する

下余白の削減 余白削減しない（デフォルト値） 余白削減する
行間の削減量 削減しない（デフォルト値） 25%削減する

50%削減する 75%削減する
改行の削減量 削減しない（デフォルト値） 25%削減する

50%削減する 75%削減する
ロール紙幅の指定 57.5 mm 69.5 mm

76 mm （デフォルト値） --
オフライン中コマンド実行 有効 無効（デフォルト値）
カバークローズ時の用紙自動カット カットする カットしない（デフォルト値）
ブザー機能 外付けオプションブザーの有効無効 有効 無効（デフォルト値）
ブザー機能 エラー時鳴動回数 ※1 鳴らさない 1回のみ

鳴り続ける（デフォルト値） -
ブザー機能 オートカットコマンド鳴動パターン 
※1

パターンA（デフォルト値） パターンB
パターンC パターンD
パターンE -

ブザー機能 オートカットコマンド 鳴動回数 ※1 鳴らさない 1回のみ鳴らす（デフォルト
値）

ブザー機能 指定パルス発生コマンド1鳴動パター
ン ※1

パターンA（デフォルト値） パターンB
パターンC パターンD
パターンE -

ブザー機能 指定パルス発生コマンド1鳴動回数 
※1

鳴らさない 1回のみ鳴らす（デフォルト
値）

ブザー機能 指定パルス発生コマンド2鳴動パター
ン ※1

パターンA パターンB（デフォルト値）
パターンC パターンD
パターンE -

ブザー機能 指定パルス発生コマンド2鳴動回数 
※1

鳴らさない 1回のみ鳴らす（デフォルト
値）

機種名 TM-U220II（デフォルト値） TM-U220
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注記 :
カスタマイズバリューの設定は「メモリースイッチ設定モード」で行えます。 詳細は 2-20 ペー
ジ「メモリースイッチ設定モード」を参照してください。

ロール紙幅を設定する際には、ロール紙ガイドの設定が必要です。2-25 ページ「ロール紙幅の
設定」 を参照してください。

注記 :
シリアル通信の設定には、ディップスイッチとメモリースイッチの 2 つの方法があります。ど
ちらを有効にするかはディップスイッチ 2-4 で選択します。

「シリアル通信」設定を有効にするには、ディップスイッチ 2-4 の「シリアルインターフェイス
選択」機能を「メモリースイッチ」（ON）に設定する必要があります。

シリアル通信の設定は「メモリースイッチ設定モード」で行えます。 詳細は 2-20 ページ「メモ
リースイッチ設定モード」を参照してください。

USBインターフェイスの通信条件設定

ESC/POS コマンドまたはユーティリティーソフトウェアで設定できます。

2.4.4 メモリースイッチ設定モード

次の項目はメモリースイッチ設定モードで設定できます。

❏ シリアル通信基本条件 （シリアル通信）
• 通信速度
• パリティ
• ハンドシェイク
• データ長

❏ 自動用紙節約機能（カスタマイズバリュー）

シリアル通信
機能 値
ボーレート 1200 bps 2400 bps

4800 bps 9600 bps
19200 bps 38400 bps
57600 bps 115200 bps

パリティ なし 奇数
偶数 --

ハンドシェイク DSR/DTR制御 XON/XOFF 制御
データ長 7ビット長 8ビット長

機能 選択可能な設定値
クラス ベンダー定義クラス（デフォルト値）プリンタークラス
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❏ ロール紙幅 （カスタマイズバリュー）

❏ カバーオープンステータス の選択（Msw 8-5）

❏ USB 省電力機能

注記 :
メモリースイッチ設定モード時に電源を切ると、新しい設定は全て失われます。正しい手順に
従い、メモリースイッチ設定モード終了後に電源を切ってください。

2.4.4.1 メモリースイッチ設定モードの開始
次の手順に従い、メモリースイッチ設定モードを開始してください。

1. ロール紙カバーを開けます。

2. FEEDボタンを押しながら電源を入れます。

3. POWER LED、ERROR LED、PAPER OUT LED が点灯している間に、FEEDボタンを 2
回押します。

4. カバーを閉じます。メモリースイッチの設定可能内容と操作方法のガイダンスが印字され
ます。

5. ガイダンスに従って、スイッチ設定を行います。

注記 :
メモリースイッチ設定時に PAPER OUT LED が点滅します。点滅回数は「ロール紙カバーを
閉じる前に FEEDボタンを押す回数」を示しています。 

2.4.4.2 メモリースイッチ設定モードの終了
設定が終了すると、設定した内容が保存され、初期化動作を行います。初期化動作が終了する
と、通常の印字可能状態となります。
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2.4.4.3 操作手順
設定の操作手順は次のとおりです。

メモリースイッチ設定モードに入る

設定項目を選択 する

各種条件を設定する

メモリースイッチ設定モードを終了する

❒  3 回 : シリアルインターフェイス基本設定
❒  6 回 : 自動用紙節約機能
❒  7 回 : 紙幅
❒  9 回 : カバーオープンステータスの選択
❒  11 回 : USB省電力機能

自動用紙
節約機能

（2-24ページ）

USB
省電力機能

（2-25ページ）

ロール紙カバーを開ける。
FEEDボタンを押す回数（下記のとおり）により設定項目を選択し、ロール紙カバーを閉じる。
FEEDボタンを3,6,7,9,11回以外の回数押した場合は終了する。

ロール紙カバーを開ける。 
FEEDボタンを押す回数により、設定項目ごとに各種条件を設定し、ロール紙カバーを閉める。 

❒  0,1,2,4,5,8,10 回
❒  12 回以上 : 終了

1. ロール紙カバーを開け、FEEDボタンを押しながら電源を入れる。
2. POWER LED、ERROR LED、PAPER OUT LEDが点灯している間に FEEDボタンを2回押す。
3. カバーを閉じる。

現在の設定内容と操作方法のガイダンスが印字される。

新しい設定が印字し、設定をNVメモリーに保存する。 その後、ソフトウェアはリセットされ、プリン
ターは通常の印字可能状態に入る。 

カバーオープンス
テータスの選択
（2-24ページ）

紙幅
（2-24ページ）

シリアルインターフェイ
ス基本設定

ボーレート設定
（2-23ページ）

データ長 /ハンドシェ
イク /パリティ
（2-23ページ）
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各種条件設定 
❏ シリアルインターフェイス基本設定

通信条件を選択するには、まず「ボーレート設定」を選択し、次に「データ長、ハンドシェイ
ク、パリティ」を選択します。 

• ボーレート設定
FEEDボタンを押す回数により、通信条件に使用する「ボーレート設定」を選択します。

bps: 1 秒あたりの送信ビット数 （bps）.

• データ長 / ハンドシェイク / パリティ
FEEDボタンを押す回数により、通信条件に使用されている、設定を行いたい「データ長 / ハ
ンドシェイク / パリティ」設定を選択します。

FEEDボタン 選択設定

0回 : 変更なし

1回 : 115200 bps

2回 : 57600 bps

3回 : 38400 bps

4回 : 19200 bps

5回 : 9600 bps

6回 : 4800 bps

7回 : 2400 bps

8回 : 1200 bps

9回以上 : 変更なし

FEEDボタン 選択設定

データ長 ハンドシェイク パリティ

0回 : 変更なし

1回 : 8 ビット DTR/DSR制御 パリティなし

2回 : 偶数

3回 : 奇数

4回 : XON/XOFF 制御 パリティなし

5回 : 偶数

6回 : 奇数

7回 : 7 ビット DTR/DSR制御 パリティなし

8回 : 偶数 

9回 : 奇数

10回 : XON/XOFF 制御 パリティなし

11回 : 偶数 

12回 : 奇数

13回以上 : 変更なし
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❏ 自動用紙節約機能の設定

FEEDボタンを押す回数により、自動用紙節約機能の設定を選択します。（カスタマイズバ
リュー）

❏ ロール紙幅設定

FEEDボタンを押す回数により、ロール紙幅設定を選択します。（カスタマイズバリュー）

注記 :
ロール紙幅を設定するには、ロール紙ガイドの設定も必要になります。詳細は 2-25 ページ

「ロール紙幅の設定」 を参照してください。

❏ カバーオープンステータス選択

FEEDボタンを押す回数により、設定を行いたいカバーオープンステータス設定を選択しま
す。

FEEDボタン 上余白の削減／下余白の削減

0回 : 変更なし

1回 : 余白削減する

2回 : 余白削減しない

3回以上 : 変更なし

FEEDボタン 行間の削減量／改行の削減量

0回 : 変更なし

1回 : 25％削減する

2回 : 50%削減する

3回 : 75%削減する

4回 : 削減しない

5回以上 : 変更なし

FEEDボタン ロール紙幅選択

0回 : 変更なし

1回 : 76 mm

2回 : 69.5 mm

3回 : 57.5 mm

4回以上 : 変更なし

FEEDボタン ロール紙幅選択

0回 : 変更なし

1回 : 紙なし （Msw 8-8: OFF）

2回 : カバーオープン （Msw 8-8: ON）

3回以上 : 変更なし
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❏ USB 省電力機能

FEEDボタンを押す回数により、USB 省電力機能の設定を選択します。

2.4.5 ロール紙幅の設定

76 mm、69.5 mm、 57.5 mm 幅のロール紙が使用できます。

1. 電源の入っていないことを確認します。

2. ロール紙カバーを開けます。

3. ネジ 2 個を取り外して、ロール紙ガイドの固定を解除します。

4. ロール紙ガイドを左右に動かし、希望の位置にセットします。 （上図参照）

FEEDボタン ロール紙幅選択

0回 : 変更なし

1回 : 有効

2回 : 無効

3回以上 : 変更なし

B
C

A

ロール紙ガイ
ド

ネジの固定位置 
（左側）

ネジの固定位置（右
側）

A: 紙幅 76 mm
B: 紙幅 69.5 mm
C: 紙幅 57.5 mm



2-26   セットアップ

注記 :
ニアエンド検出器搭載仕様を使用する場合、ロール紙ガイドとロール紙ホルダの間にニアエン
ド検出器のリード線を挟み込まないよう注意してください。またニアエンド検出器のリード線
がモーターの歯車に接触しないようにリード線の処理をしてください。

リード線を交換するときに、ロール紙ガイドとロール紙ホルダの間にリード線を挟み込まない
よう注意してください。

5. ロール紙ガイドを 2 個のネジでホルダに固定します。（上図参照）

6. メモリースイッチ（カスタマイズバリュー） で使用する紙幅を設定します。（ 2-18 ページ
「メモリースイッチ」参照）

2.4.6 ロール紙ニアエンド検出位置の設定

ロール紙ニアエンド検出位置の調整を行う目的には次の 2 つがあります。

❏ 使用するロール紙の芯の径に応じて検出位置を調整する。

❏ 検出時における紙の残量を必要に応じて調整する。

以下の手順で設定をします。

1. 電源の入っていないことを確認します。

2. ロール紙カバーを開け、ロール紙を取り出します。

3. 検出調整ネジを、硬貨などでゆるめます。

ホルダとフレームの間
にリード線を入れ込み
ます。

ロール紙ガイド

ロール紙ホルダ
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4. つまみを図の矢印の方向に操作し、レバーの位置（#1,#2）を変えることにより検出器の位
置を設定します。

下表は、ニアエンド検出器の検出位置を示しています。この数字は計算上のもので、プリ
ンターによっては、ばらつきのある可能性があります。

5. 検出調整ネジを締め付けます。

6. 検出レバーがスムーズに動作することを確認します。

2.4.7  プリンターのホストPC / POSターミナルへの接続

全てのケーブルは、プリンター後方の下部にある接続パネルに接続します。

接続パネル

ロール紙ニアエンド検出位置
検出位置 （検出調整レバーまたはネジの
取付位置） 検出位置（ロール芯の厚さを含む）

#1設定 約8 mm

#2設定 約5 mm

検出調節ネジ

つまみ

#2設定

#1設定
検出レバー

インターフェイスコネクター
電源コネクタードロアーキックコネクター 



2-28   セットアップ

注記 : 
上図はシリアルインターフェイス仕様プリンターの接続パネルです。インターフェイス接続は
使用するインターフェイスのタイプによって異なります。 

各種ケーブルを接続する前に、必ずプリンターとホストコンピュータの電源を切ってくださ
い。

コンピュータをプリンターに接続するには、正しいシリアル、パラレルのインターフェイス
ケーブルが必要です。シリアル仕様のプリンターで使えるケーブルについては、7-1 ページ

「接続方法とケーブル」を参照してください。パラレル仕様については、弊社パラレルケーブ
ルをご使用ください。

2.4.7.1 シリアル仕様の場合
各ケーブルを接続するときは、プリンターとホストコンピュータの電源を切ってください。

1. インターフェイスケーブルのコネクターを、接続パネル上のインターフェイスコネクター
に確実に接続します。

2. ネジ付きのコネクターを使用する場合、コネクターの両側のネジで、コネクターを固定し
ます。

3. アース線付きインターフェイスケーブルを使用する場合、「FG」と刻印されているネジ穴
を使用して、アース線をプリンターに取り付けます。

4. インターフェイスケーブルの他方のコネクターをホストコンピュータに接続します。

注記 :
シリアルインターフェイスを使用する場合は、ディップスイッチによりシリアル通信設定を行
う必要があります。詳細については、 2-15 ページ「ディップスイッチ設定」 を参照してくださ
い。

シリアルインターフェイスを使用する場合は、 7-1 ページ「シリアル接続」 も参照してくださ
い。

2.4.7.2 パラレル仕様の場合
1. インターフェイスケーブルのコネクターを、接続パネル上のインターフェイスコネクター

に確実に接続します。

2. コネクター両端のタブを閉じて、コネクターをロックします。

3. アース線付きのインターフェイスケーブルを使用する場合、「FG」と刻印されているネジ
穴を使用して、アース線をプリンターに取り付けます。

4. インターフェイスケーブルの他方のコネクターを、ホストコンピュータに接続します。 
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2.4.7.3 ドロアーキックケーブルの接続

警告 :
プリンターの仕様に合ったドロアーをご使用ください。仕様に合わないものを使用すると、ド
ロアーとプリンターを破損するおそれがあります。

ドロアーキックコネクター（「DK」とラベル表示）に、電話線を差し込まないでください。電
話回線とプリンターを破損するおそれがあります。

カスタマーディスプレイコネクター（「DM-D」とラベル表示）に、ドロアーケーブルを差し込
まないでください。ドロアーケーブルとプリンターを破損するおそれがあります。

1. ドロアーキックケーブルを接続パネルのドロアーキックコネクター（「DK」とラベル表示）
に接続します。

ドロアーの接続

2. 接続は終わりです。

ドロアーキックコネクター 
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2.5 セルフテスト

セルフテストでプリンターが正常に動作しているか確認できます。セルフテストは、制御回
路、プリンターメカニズム、印字品質、ファームウェアバージョンおよびディップスイッチ設
定の確認を行います。

このテストは他の周辺機器やアプリケーションから独立して動作しますので、セットアップ時
の確認や、トラブル発生時に問題の切り分けを行うためにご使用ください。トラブルが発生し
てもセルフテストが正常に動作する場合は、プリンターではなく他の周辺機器やアプリケー
ション側に問題がある可能性があります。

2.5.1 セルフテスト手順

1. プリンターの電源が入っていないこと、ロール紙カバーがきちんと閉じていることを確認
します。

2. FEEDボタンを押しながら、プリンターの電源を入れます。 プリンターの各種設定内容が
印字された後、以下の文面が印字されます。印字が終了すると、用紙がカットされて一旦
停止します。（PAPER OUT が点滅します。）

If you want to continue SELF-TEST printing, Please press the FEED button.

3. テスト印字を続けるには、FEEDボタンを押します。プリンター 搭載文字によるパターン
印字が実行されます。

4. 以下を印字した後、セルフテストは自動的に終了し、用紙カットを行います。

*** completed *** 

プリンターはセルフテストを終えるとすぐに通常の動作モードに入ります。

注記 :
手動でセルフテストを一旦停止させたいときには、FEEDボタンを押してください。一旦停止
後、再開したいときは FEEDボタンを再度押してください。

2.6 プリンタードライバーのホストPC / POSターミナルへのインストール

プリンタードライバーのインストール方法については、各プリンタードライバーのマニュアル
を参照してください。
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第 3 章
トラブルシューティング

この章では、一般的なトラブルシューティングについて説明します。

3.1 LED点滅パターン

3.1.1 エラーの種類

エラーが検出されると、プリンターは全ての印字動作を停止し、オフラインになり、ERROR 
LED が点滅します。

3.1.1.1 自動復帰エラー

注記 :
（*1） この条件は MSW 8-5、8-8 にて選択します。 MSW 8-5 （カバーオープンステータスのマッ
ピング）が OFF の場合は、 このエラーの代わりに「紙なしエラー」が発生しています。 MSW 
8-8 が OFF の場合、このエラーは自動復帰エラーとなります。

（* 2）ヘッドの高温エラーは、ヘッドを一度も停止させずに高密度の印字を長時間実行すると
発生する場合がありますが異常ではありません。

エラー名 エラーの内容

ERROR LED点滅パターン
                

復帰条件

カバーオープンエラー
（自動復帰選択時） 
（*1）

印字中ロール紙カバーが開
けられた

ロール紙カバーを閉じる
ことにより自動復帰

ヘッドの高温エラー 
（*2）

ヘッドの温度が高い ヘッドの温度が低下する
ことにより自動復帰

320 ms
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3.1.1.2 復帰可能なエラー
復帰可能なエラーが起きた場合は、エラーの原因を取り除いた後、電源を切らなくてもエラー
復帰コマンドによって復帰できます。

注記 :
（*1）この条件は MSW 8-5、8-8 にて選択します。 MSW 8-5 （カバーオープンステータスのマッ
ピング）が OFF の場合は、 このエラーの代わりに「紙なしエラー」が発生しています。 MSW 
8-8 が ON の場合、このエラーは復帰可能エラーとなります。

3.1.1.3 復帰不可能なエラー
復帰不可能エラーが起きた場合は、通常の印字動作はできません。この場合は修理が必要で
す。

エラー名 エラー内容

ERROR LED点滅パターン

復帰条件

カバーオープンエラー 
（*1）

印字中ロール紙カバーが開
けられた

ロール紙カバーを閉じ、復帰コ
マンドにより復帰可能

オートカッターエラー
（ AおよびBタイプの
み）

オートカッターに異常が発
生した

復帰コマンドにより復帰可能 
（3-3ページ「オートカッター
の紙詰まり」参照）

ホームポジション検出
エラー
（メカニカルエラー）

紙ジャムなどによりホーム
ポジションを検出できない

復帰コマンドにより復帰可能

エラー名 エラーの内容

ERROR LED点滅パターン
                

復帰条件

メモリーのR/Wエ
ラー

リードライトチェックを行
い正常に動作しない
イメージ読み取り結果のNV
メモリー書き込み、読み出
し、消去動作に異常がある

復帰不可能

高電圧エラー 電源電圧が高い 復帰不可能

低電圧エラー 電源電圧が低い 復帰不可能

CPU実行エラー The CPUが不正なアドレス
を実行しているまたは I/F
ボードが接続されていない

復帰不可能

ヘッドの温度検出回路
エラー

ヘッド温度に異常がある 復帰不可能

320 ms

320 ms
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3.2 紙詰まりの除去  

注意 :
マニュアルカッターには触れないでください。指をけがするおそれがあります。

1. プリンターの電源を切ります。

2. 下図のように、プリンター側面のタブを使用してロール紙カバーを開けます。

3. A タイプを使用している場合、巻き取り軸を取り出し、下図のようにユニットオープンレ
バーを取り除きます。

4. 詰まった紙を取り除きます。

注記 :
印字動作中に誤って電源を切ると、カッター刃が紙送り位置で停止し、電源を再度入れてもす
ぐに正常に紙送りを行わない場合があります。 紙詰まりを取り除いた後でもそのような現象が
起こる場合は、 “ オートカッターの紙詰まり（3-3 ページ）” の解決法を行ってください。

3.3 オートカッターの紙詰まり

押しピンやクリップのような異物がオートカッターの中に入り込むと、プリンターはエラー状
態に入り、自動的にオートカッター位置の復帰動作を始めます

問題が深刻でなければ、オートカッターは自ら通常の位置に戻ります。

オートカッターが自ら通常の位置に戻らない場合は、以下の手順に従って問題を解決してくだ
さい。

1. ロール紙カバーを開け、詰まっているものがあれば取り除きます。

ロール紙カバー

タブ

2. （Aタイプのみ）ユニットを開ける

1. ロール紙カバーを開ける
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2. プリンターの電源を切り、ロール紙カバーを閉め、再度プリンターの電源を入れるとカッ
ター刃が通常の位置に戻ります。プリンターの電源を切りたくない場合は、エラー復帰コ
マンドを送り、プリンターコマンドの初期化を行ってください。

3. カッター刃が通常の位置に戻らない場合は、オートカッターのノブを矢印の方向に回して
カッター刃を戻します。カッター刃が通常の位置に戻ると、レバーはオートカッターのフ
レームにある穴の中央に来ます。

4. ロール紙カバーを閉じます。

オートカッター
ユニット

レバー

穴

ノブ
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3.4 印字動作が途中で止まる /同じ行を繰り返し印字する

PS-190、PS-180 または AC アダプター ,C1 を使用しないと、プリンターが正常な動作をできま
せん。正しい電源ユニットがプリンターに接続されているか否かご確認ください。

3.5 シリアルインターフェイスでの“?“ の印字または異常データ

シリアルインターフェイス通信時に以下のいずれかのエラーが起こった場合は、プリンターは
ディップスイッチ 1-1 の設定により、「?」を印字するか、またはデータを無視します。

❏ パリティエラー

❏ フレーミングエラー

❏ オーバーフローエラー

注記 :
その他のエラーについては、ディップスイッチ 1-3（ハンドシェイク）の送信設定を確認する
ことを推奨します。

3.6 Windows Driver を使用すると印字速度が遅くなる気がする

EPSON Advanced Printer Driver をご使用の場合、Windows フォントを使用すると印字速度
低下の原因となります。印字速度低下が気になる場合はプリンターフォントを使用して印字く
ださい。

3.7 データの受信状態を確認したい（16進ダンプモード）

本プリンターは、ホストコンピュータからのデータを 16 進数と文字で印字できます。これを
16 進ダンプモードとよび、この印字結果とプログラミングを見比べることで正しく TM プリ
ンターにデータが送信されているか確認できます。

以下の手順で 16 進ダンプを出力します。

1. プリンターの電源が入っていないことを確認してから、ロール紙カバーを開きます。

2. PAPER FEEDボタンを押しながら電源をオンにします。

3. カバーを閉めます。
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4. プリンターにデータを送信する何れかのソフトウェアを起動させます。プリンターは「16
進ダンプ」を印字し、次に受信した全てのコードを 2 桁で印字します 1 桁目は 16 進コー
ド、次桁はコードに対応した ASCII 文字を示します。 16 進ダンプの一部を以下に示しま
す。

Hexadecimal Dump

To terminate hexadecimal dump,

press FEED button three times.

1B 21 00 1B 26 02 40 40 . ! . . & . @ @

1B 25 01 1B 63 34 00 1B . % . . c 4 . .

41 42 43 44 45 46 47 48 A B C D E F G H

• ASCII に対応するものがないコードについては、ピリオド （.） が印字されます。
• ダンプモードでは、リアルタイム ESC/POS コマンドを除く全てのコマンドが無効にな

ります。
5. カバーを開けプリンターをオフラインにすると、最終行を印字します。

6. カバーを閉じてプリンターの電源を切り、FEEDボタンを 3 回押すかリセットすると、16
進ダンプモードを中止します。

注記 :
16 進ダンプモードは、OPOS または APD を使用している時は正しく動作しない（ドライ
バーが独自に送る制御コードと、印字データが混在して 16 進ダンプで印字されてしまう）
ため使用しないでください。
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第 4 章
アプリケーション開発情報

本章では、本プリンターの制御方法、および本プリンターを使用したアプリケーションを開発
する際に必要な情報について説明しています。

4.1 プリンターの制御方法

本プリンターは以下の制御コマンドに対応しています。
❏ ePOS-Print XML*
❏ ePOS-Device XML*
❏ ESC/POS
*: 国内仕様ではサポートしていません。

ユーザーは、上記コマンドまたは下記開発キットを利用してプリンターを制御できます。
❏ Epson ePOS SDK
❏ OPOS ADK
❏ OPOS ADK for .NET
❏ EPSON Advanced Printer Driver (APD)

4.1.1 ESC/POS

ESC/POS は、エプソン独自の POS プリンター、カスタマーディスプレイ用制御コマンド体系
です。
プリンターの全ての機能を直接制御できますが、ドライバーや開発キットを使用するのに比べ
て、より詳細な知識が必要です。
ESC/POS の詳細については、ESC/POS コマンドリファレンスを参照してください。ESC/
POS コマンドリファレンスは下記 URL からアクセスできます。
U https://support.epson.net/publist/reference_ja/

4.1.2 ePOS-Device XML

ePOS-Print XML は、XML で定義した、エプソン独自の POS プリンター用制御コマンド体系
です。HTTP 通信ができる環境や OS のアプリケーションから印刷できます。ePOS-Print 
XML の詳細については、ePOS-Print XML ユーザーズマニュアルを参照してください。

4.1.3 ePOS-Device XML

ePOS-Device XML は、プリンターに接続された各種周辺機器（本体プリンターを含む）を制
御する機能を XML で定義したコマンド体系です。コンピューター、スマートフォン、タブ
レット端末などのアプリケーションが XML 形式のリクエストメッセージを作成し、Socket 通
信でプリンターへ送信します。プリンターに組み込まれた ePOS-Device Service はリクエスト
メッセージを解釈して周辺機器制御を実行し、レスポンスを返します。ePOS-Device XML の
詳細については、ePOS-Device XML ユーザーズマニュアルを参照してください。
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4.1.4 キャッシュドロアーの制御方法

ドロアーキックコネクターの 2 番ピンまたは 5 番ピンにパルス信号を出力して、キャッシュド
ロアーをオープンできます。
また、ドロアーキックコネクターの 3 番ピンの信号レベルを確認して、キャッシュドロアーの
開閉状態を確認できます。
これらはドライバーまたはコマンドで制御します。

ESC/POSコマンド
指定パルスの出力コマンドやステータス送信のコマンドが用意されています。
詳細は、ESC/POS コマンドリファレンスを参照してください。

Windows用プリンタードライバー（APD）
印刷開始時にキャッシュドロアーをオープンするように設定できます。詳細は、ドライバーの
マニュアルを参照してください。
制御方法については、ドライバーの Status API のマニュアルを参照してください。

OPOS（OCXドライバー）
SetupPOS ユーティリティーでキャッシュドロアーを登録し、OpenDrawer メソッドまたは
DirectIO 機能で制御します。
詳細は「EPSON OPOS ADK マニュアル アプリケーション開発ガイド CashDrawer」および
OPOS 技術協議会発行の「OpenPOS for OLE Application Programmer's Guide 日本版仕様書」
を参照してください。

OPOS for .NET
SetupPOS ユーティリティーでキャッシュドロアーを登録し、OpenDrawer メソッドまたは
DirectIO 機能で制御します。
詳細は「EPSON OPOS ADK for .NET マニュアル アプリケーション開発ガイド CashDrawer 
(EPSON Standard)」および OPOS 技術協議会発行の「OpenPOS for OLE Application 
Programmer's Guide 日本版仕様書」を参照してください。

Epson ePOS SDK
各 SDK のライブラリーに指定パルスの出力コマンドやステータス送信のコマンドが用意され
ています。詳細は各 SDK のユーザーズマニュアルを参照してください。

注記
• ドロアーキックコネクター 2 番ピン、5 番ピンのどちらで駆動するかは、接続する

キャッシュドロアーによります。
• OPOS 技術協議会発行のドキュメントは、日本マイクロソフトのウェブサイトから入手

できます。

4.1.5 外付けオプションブザーの制御方法

外付けオプションブザーは、エラーのときに鳴ったり、オートカット時に鳴ったりするように
設定できます。
ドライバー、コマンドにより、ブザーを任意のタイミングで鳴らすこともできます。
また、ブザー音のパターンや鳴動回数を設定したりすることもできます。
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ESC/POSコマンド

ブザー制御コマンドまたは指定パルスの出力コマンドを使用します。
詳細は、ESC/POS コマンドリファレンスを参照してください。

Windows用プリンタードライバー（APD）
DirectIO 機能またはキャッシュドロアーオープン用 API を使用します。詳細はドライバーの
Status API のマニュアルを参照してください。

OPOS（OCXドライバー）
SetupPOS ユーティリティーで POS プリンターを登録し、DirectIO 機能で制御します。
詳細は「EPSON OPOS ADK マニュアル アプリケーション開発ガイド POSPrinter（TM シ
リーズ）」を参照してください。

OPOS for .NET
SetupPOS ユーティリティーで POS プリンターを登録し、DirectIO 機能で制御します。
詳細は「EPSON OPOS ADK for .NET マニュアル アプリケーション開発ガイド POSPrinter」
を参照してください。

Epson ePOS SDK
各 SDK のライブラリーにブザー機能のコマンドが用意されています。詳細は各 SDK のユー
ザーズマニュアルを参照してください。

注記
外付けオプションブザーの設定方法については、“ 外付けオプションブザーの接続（2-13 ペー
ジ）” を参照してください。

4.2 ソフトウェア

アプリケーション開発用として、下記のソフトウェアが用意されています。
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4.2.1 開発キット

* OLE 技術とは、Microsoft 社が開発したソフトウェアの部品化技術です。OPOSドライバーは一般的な
Windows 用のプリンタードライバーとは異なり、Visual Basic などの開発環境でプログラミングをすることが
前提です。市販のアプリケーションから印刷を実行するためのドライバーではありません。
POS for .NET 仕様書、OLE for Retail POS仕様書などのOPOS技術協議会発行のドキュメントは、日本マイ
クロソフトのウェブサイトから入手できます。

4.2.2 ドライバー

名称 概要

Epson ePOS SDK Webアプリケーションやスマートデバイスのネイティブアプリケーションから
プリンターを制御するための開発キットです。ライブラリー、マニュアル、サ
ンプルプログラムが含まれます。　for Android

　for iOS

　for JavaScript

EPSON OPOS ADK OLE技術 *を用いてPOS用周辺機器を制御できるOCXドライバーです。ア
プリケーション側からはPOS用周辺機器を独自のコマンドで制御する必要が
なくなるため、効率的なシステム開発が実現できます。

EPSON OPOS ADK for 
.NET

OPOS ADK for .NETは、Microsoft POS for .NET 準拠の業界標準のドラ
イバーです。
UPOS（UnifiedPOS）仕様準拠のアプリケーションを開発できます。
アプリケーションの開発には、Microsoft Visual Studio .NET などの開発環
境をご用意ください。

名称 概要 動作環境

EPSON Advanced Printer 
Driver (APD)

一般的なWindows 用プリンタードライバーに、POS用途特有
の制御を追加したドライバーです。また、プリンター状態の監視
やESC/POSコマンドを送信するステータスAPI（エプソン独
自提供DLL）も付属しています。

Windows
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4.2.3 ユーティリティー

4.2.4 その他

*: 国内仕様ではサポートしていません。

4.2.5 ダウンロード

U https://www.epson.jp/support/sd/

名称 概要 動作環境

Epson TM Utility App Store またはGoogle Play でダウンロードできるユーティ
リティーです。iOSや Android デバイスから、プリンターの設
定変更などを実施できます。
また、以下のような機能も有しています。
• サンプルレシートの印刷
• プリンターステータスの表示
• ファームウェアアップデート

iOS、
Android

TM-U220II Utility プリンター内部の各種設定値を確認・変更するためのユーティリ
ティーです。以下のような機能を有しています。
• 現在の設定確認
• 動作テスト
• ロゴの登録
• 用紙節約の設定
• 印刷制御の設定
• 通信インターフェイスの設定
• 設定の保存と復元

Windows

Deployment Tool ネットワーク設定およびプリンターの設定を一括で行います。
TMプリンターの初期導入時、複数の TMプリンターの設定を効
率的に行うことができます。

Windows

Monitoring Tool ネットワークに接続されたエプソン製プリンターの状態を一覧で
確認できます。
また、WPA-Enterprise で使用する証明書やプリンターの設定
を複数台一括で更新できます。

Windows

TM-U220II Firmware 
Updater

プリンターのファームウェアを更新するためのツールです。
実行ファイルとファームウェアがパッケージされています。

Windows

TM-U220II Printer Model 
Setting Utility

TM-U220II の機種名を、TM-U220に変更するためのツールで
す。

Windows

マニュアル 概要

ePOS-Print XML ユーザーズマニュアル * ePOS-Print XML の構文を説明しています。
サンプルプログラムとセットで提供しています。

ePOS-Device XML ユーザーズマニュアル * ePOS-Device XML の構文を説明しています。
サンプルプログラムとセットで提供しています。
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第 5 章
TM-U210/TM-U220/TM-U300置き換え時の注意事項

TM-U220II は、TM-U220/TM-U210/TM-U300 からスムーズに置き換えできるように設計され
ています。 この章では置き換えの時に疑問に思うことについてお答えします。

5.1  TM-U210/TM-U220の置き換え

TM-U210 を TM-U220II と置き換える場合、TM-U210 と同じステータス応答を維持するには、
メモリースイッチの設定 [MemSW8-5: OFF （デフォルト）] および [MemSW 8-8: OFF （デ
フォルト）] を行う必要があります。詳細については、5-5 ページ「ステータス」 を参照してく
ださい。

5.1.1 印字形式の互換性

この項では、印字領域、文字、トップマージン（カット位置）の比較結果を説明します。

5.1.1.1 印字領域
TM-U220II は、下表および下図で示すように TM-U210 とほぼ同じ印字領域です。また、
TM-U220II と TM-U220 の印字領域は同じです。したがって、TM-U220II は特別な設定調整を
しなくても TM-U220/TM-210 と同じ印字内容になります。

印字領域とマージン

印字領域項目 TM-U210 （A、B、Dタイプ） TM-U220/TM-U220II（A、B、Dタイプ）
（紙幅76 mm使用時）

印字幅 63.34 mm 
（200ドット、400ポジション）

63.34 mm
（200ドット、400ポジション） 

左マージン 5.9 mm 6.8 mm

右マージン 6.76 mm 5.8 mm

TM-U210 TM-U220/TM-U220II（76 mmロール紙使用時）

これらは標準値です。

76 mm

63.34 mm

6.76 mm
5.9 mm

印字領域

76 mm

63.34 mm

6.8 mm
5.8 mm

印字領域
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5.1.1.2 文字
TM-U220II は、TM-U210 とほぼ同じ文字仕様です。また、TM-U220II と TM-U220 の文字仕
様は同じです。したがって、TM-U220II は設定調整をしなくても、TM-U210/TM-U220 と同じ
印字内容になります。

注記 :
フォント A と B の cpl （1 行あたりの文字数）は、ディップスイッチ 2-1 で変更できます。
漢字フォントの cpl は、ESC/POS コマンド（デフォルト : 22 cpl）で変更できます。

5.1.1.3 印字開始位置からのカット距離
TM-U220II は、オートカット位置と印字開始位置との距離が TM-U210/TM-U220 と同じです。
したがって、TM-U210/TM-U220 をオートカッター付きの TM-U220II と置き換えた場合、
トップマージンは変化しません。他の場合については、下表および下図を参照してください。

文字仕様 TM-U210 （A、B、Dタイプ） TM-U220/TM-U220II（A、B、Dタイプ）

1行あたり
の文字数 
（CPI）

フォントA （9 x 9） 33 （35） cpl 33 （35） cpl

フォントB （7 x 9） 40 （42） cpl 40 （42） cpl

漢字（16 x 16） 22 （25） cpl 22 （25） cpl

文字幅 フォントA （9 x 9） 1.6 x 3.1 1.6 x 3.1

フォントB （7 x 9） 1.2 x 3.1 1.2 x 3.1

漢字（16 x 16） 2.7 x 2.7 2.7 x 2.7

文字構成 コードページ0から8と 19か
ら26

コードページ0～8と19～ 26とコード
ページ16、 17、18

カット位置 TM-U210 （A、B、Dタイプ） TM-U220/TM-U220II（A、B、Dタイプ）

オートカット位置～印字開始位置 27 mm 27 mm

マニュアルカット位置～印字開始位置 20.2 mm Dタイプ : 22.1 mm

A、Bタイプ : 34.9 mm

パーシャルカットのカット方式 中央で左端1点切り残し
（A、Bタイプのみ）

右位置で右端1点切り残し
（A、Bタイプのみ）
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5.1.2 カット方式

TM-U220II（A、B タイプ）は、TM-U210 のパーシャルカットとは切り残しの位置が異なり、
右端切り残しになります。TM-U210 は、常にパーシャルカット方式を用い、中央位置で左端 1
点切り残しとなります。 
TM-U220II（A、B タイプ）と TM-U220（A、B タイプ）のカット方式は同じです。

22.1 mm

紙送り方向

マニュアルカット線

印字開始線

TM-U210 （A、B、Dタイプ）

              TM-U220/TM-U220II（A、Bタイプ）

これらは基準値です。

               （76 mmロール紙使用時）

            TM-U220/TM-U220II（Dタイプ）
             （76 mmロール紙使用時）

27 mm

34.9 mm

紙送り方向

 マニュアルカット位置線

オートカット位置線

印字開始線

22.1 mm

紙送り方向

マニュアルカット線

印字開始線
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5.1.3 外形寸法

TM-U220II の外形寸法は D タイプ を除いて TM-U210 より幾分小さいため、TM-U220II の A
タイプ、B タイプは TM-U210 の A タイプ、B タイプと同じスペースに設置できます。
TM-U220II と TM-U220 の外形寸法は同じです。

詳細については、 6-12 ページ「外形寸法と質量」を参照してください。

5.1.4 受信バッファー容量

この節はシリアル仕様についての内容です。

注記 :
FIFO 設定がなされていない場合、もしくは FIFO 設定が 16 バイトより大きい場合、
TM-U210 の受信バッファーはバッファフル状態になるとデータを消失するおそれがあります。
ただし、DIP SW1-2 が OFF 設定であれば TM-U220II には十分な受信残バッファ容量が残り、
バッファフル状態でのデータの消失を防げます。

バッファフルからバッファフル解除状態までのバイト数は、TM-U210 より大きくなっていま
す。ただし、以下の点については注意が必要です。 

TM-U210 TM-U220/TM-U220II

外形寸法 
（W x D x H）
 
（単位 : mm）

Aタイプ 160 x 295 x 160 160 x 286 x 158

Bタイプ 160 x 248 x 150 160 x 248 x 139

Dタイプ 160 x 248 x 133 160 x 248 x 139

製品 受信バッファー容量 バッファフル条
件

バッファフルの
解除条件

バッファフルからバッファフル解除
状態までのバイト数

TM-U210 40バイト（DIP SW1-2 は
On）

（ANK仕様 : DIP SW1-2 は
Off）
        1 KB
（日本語仕様 : DIP SW1-2 は
Off）
        512バイト

残バッファ容量
は16バイト

残バッファ容量
は26バイト

10バイト

TM-U220 40バイト（DIP SW1-2 は
On）

残バッファ容量
は16バイト

残バッファ容量
は26バイト

10バイト
（MemSW8-7の設定に影響を受け
ない。）

4 KB
（DIP SW1-2 は Off）
（デフォルト）

残バッファ容量
は128バイト

残バッファ容量
は256バイト

128バイト
（MemSW8-7: OFF） （デフォルト）

残バッファ容量
は128バイト

残バッファ容量
は138バイト

10バイト
（MemSW8-7: ON）

TM-U220II 40バイト（DIP SW1-2 は
On）

残バッファ容量
は16バイト

残バッファ容量
は26バイト

10バイト

4 KB
（DIP SW1-2 は Off）
（デフォルト）

残バッファ容量
は128バイト

残バッファ容量
は256バイト

128バイト
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5.1.4.1 バッファフル条件変更のアプリケーションへの影響
バッファ空状態からバッファフル状態までの時間は TM-U210 より長くなっています。ただし、
ホスト PC が時間を監視することはないため、問題はありません。

5.1.4.2 バッファフル解除条件変更のアプリケーションへの影響
バッファフルからバッファフル解除状態までの時間は TM-U210 よりも長くなっています。こ
れにより、アプリケーションの構造によってはタイムアウトエラーが発生する可能性がありま
す。

5.1.5 アクセサリの互換性

TM-U220II は TM-U210/TM-U220 と同じ消耗品を使用できます。ただし、TM-U220II と
TM-U210 では、電源供給ユニットは互換性がありません。 以下の項では、これらについて説明
します。

5.1.5.1 電源供給ユニット
TM-U220II で TM-U210 （PA-#### または PB-####）の電源供給ユニットは使用できませ
ん。 TM-U220II で使用できる電源供給ユニットは、下表に示されたものだけです。

注意 :
 TM-U220II に PA-#### またはPB-#### 電源供給ユニットを使用しないでください。間
違った接続は、火災や感電の原因となるおそれがあります。 

5.1.5.2 消耗品
TM-U220II は、TM-U210 で使用できるカーボンロール紙 （オリジナル + 2 枚複写）への印字
はできません。それ以外は TM-U210/TM-U220 と同じ消耗品を使用できます。 

5.1.6 ステータス

TM-U220II には TM-U210 と同じステータスがあり、 さらに以下のステータスが追加されてい
ます。TM-U220II と TM-U220 のステータスは同じです。

❏ ロール紙カバーオープン / クローズステータス（および検出器）

TM-U210 を TM-U220II と置き換える場合は，メモリースイッチを以下のように設定する必要
があります。これらの設定により、TM-U220II は TM-U210 とほぼ同じステータス動作をしま
す。

❏ Msw 8-5 “ カバーオープンステータス mapping“ : OFF
（ デフォルト : 紙なしステータス）

❏ Msw 8-8 “ 印字中にカバーを開けるとエラー選択 “: OFF 
（デフォルト : 自動復帰エラー）

TM-U220II（A、B、 Dタイプ） 

ACアダプター ,C1またはPS-180またはPS-190

消耗品 TM-U210/TM-U220/TM-U220II（A、B、 D タイプ）

リボンカセット ERC-38（B）、 （B/R）
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動作については、下表を参照してください。

 ステータス変化の挙動を以下の 2 つの表に示します。

カバーオープンステータスのマッピングは次のとおりです。 

　　　プリンターステータス
ビット U210

紙なし時の動作
オフライン 紙なし

LED
オンライン
復帰待ち

カバー
オープン

1）紙なしの発生。 オフライン ON OFF --

2）ロール紙のセットのために
カバーを開ける。

オフライン ON OFF --

3） ロール紙をセットし、カ
バーを閉じた。

オフライン OFF オンライン
復帰待ち

--

4） B、Dタイプ : 紙なし LED
の点滅時に FEEDボタンを押し
た。
    A タイプ : 約 500msec. 後 

オンライン OFF OFF --

プリンターステータス
ビット U220II（Msw 8-5: OFF） U220II（Msw 8-5: ON）

紙なし時の操作

オフライン 紙なし
LED

オンライン
復帰待ち待
ち

カバー
オープン

オフライン 紙なし
LED オンライン

復帰待ち

カバー
オープン

1）紙なしの発生。 オフライン ON -- OFF オフライン ON -- OFF

2）ロール紙のセットのため
にカバーを開ける。

オフライン ON -- OFF オフライン ON -- ON

3） ロール紙をセットし、カ
バーを閉じた。

オンライン OFF -- OFF オンライン OFF -- OFF

プリンターステータス
ビット U210

紙なし時の操作 オフライン
紙なし
LED

オンライン
復帰待ち

カバー
オープン

カバーオープン OFF OFF OFF --

カバークローズ OFF OFF OFF --

プリンターステータス
ビット U220II（Msw 8-5: OFF） U220II（Msw 8-5: ON）

紙なし時の操作 オフライン
紙なし
LED

オンライン
復帰待ち

カバー
オープン オフライン

紙なし
LED

オンライン
復帰待ち

カバー
オープン

カバーオープン OFF ON -- OFF OFF OFF -- ON

カバークローズ OFF OFF -- OFF OFF OFF -- OFF

ステータスが変わったため
ASB （Auto Status Back）
通知が発生。

この「カバーオープン」とは
Off: カバーが閉じている
On: カバーが開いている

本プリンターにはカバーオープ
ン検出器はないため、ステータ
スはなし。

ステータスが変わっていないため
ASB （Auto Status Back）通
知は発生しない。
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OPOS または Advanced Printer Driver （APD）でプリンターを使用する場合、メモリース
イッチ 8-5、8-8 を OFF にしても心配はいりません。 通常ステータス変化がアプリケーション
に影響を及ぼすことはありません。

ESC/POS コマンドでプリンターをお使いの場合（ドライバーを使わずプリンターを制御する
場合）は、 下記の記述をお読みください。

TM-U210 は、ASB ステータスに「オンライン復帰待ち」ビット（「0」または「1」を示す）を
使用します。TM-U220II では、カバーが閉じると（カバーが閉じたことはカバーオープン検出
器によって検出）オンラインに復帰するため、そのビットは使用しません。したがって、アプ
リケーションプログラムがそのビットを監視する場合は、プログラムの動作に影響のないこと
を確認してください。

なお、TM-U220II の ASB データ送信タイミングは TM-U210 と同じです。アプリケーション
プログラムがそのビットを監視しなくても心配ありません。

注記 :
「オンライン復帰待ち」ステータスは ASB （Auto Status Back）データのビットで構成されま
す。このステータスはホスト PC にプリンターが印字準備ができていないこと（ロール紙カ
バーが閉じていない、等）を知らせるためのものです。このステータスでホスト PC による準
備終了がキャンセルされたことがわかります。このステータスは、FEEDボタンまたはホスト
PC 操作によりキャンセルされます。このキャンセル操作はロール紙をセットし、ロール紙カ
バーを閉じた後で行わなければいけません。

TM-U220II は、印字準備ができたこと（ロール紙あり、ロール紙カバークローズ）を PC に知
らせることができるため、「オンライン復帰待ち」ビットは常に「0」です。

5.1.7 ジャーナルでの使用

TM-U220II の A タイプは、TM-U210/TM-U220（A タイプ）と同じくジャーナルで使用でき
ます。ただし、TM-U210 を TM-U220II と置き換える場合は、次の点に注意してください。

❏ TM-U210 （D タイプ）は、2 枚複写のカーボン紙に印字できますが、TM-U220II は 1 枚複写
のカーボン紙のみ印字可能です。 

5.1.8 追加新機能（TM-U210からの置き換えの場合）

5.1.8.1 壁掛け設置
TM-U220II タイプ B またはタイプ D は、オプションの壁掛金具 WH-10 を使用することによ
り、壁に掛けることができます。

5.1.8.2 NV ビットイメージ
TM-U220II はビットイメージのロール紙への印刷が可能です。

5.1.8.3 ユーザーNVメモリー
TM-U220II はテキストデータの保存が可能です。
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5.1.8.4 メモリースイッチとメモリースイッチ設定モード
TM-U220II には、ソフトウェアディップスイッチのメモリースイッチがあります。メモリース
イッチ設定モードは、プリンターのみで（ホスト PC は必要ありません。）メモリースイッチを
設定するためのものです。 詳細については、2-18 ページ「メモリースイッチ」 および 2-20 ペー
ジ「メモリースイッチ設定モード」を参照してください。

5.1.9 ドライバーの互換性

この項では、置き換えの際の互換性と注意点について説明します。

5.1.9.1 Advanced Printer Driver
TM-U220II は TM-U210/TM-U220 と APD において互換性を持っています。 したがって、
TM-U210/TM-U220 Advanced Printer Driver で TM-U220II を動作できます。ただし、
TM-U210 とは印字マージンはやや異なり、TM-U210 ドライバーは NV メモリー機能は使用で
きません。相違点については、5-1 ページ「印字形式の互換性」 および 5-7 ページ「追加新機能

（TM-U210 からの置き換えの場合）」 を参照してください。

5.1.9.2 OPOS
TM-U220II は TM-U210/TM-U220 と OPOS において互換性を持っています。 したがって、
TM-U210/TM-U220OPOS で TM-U220II を動作できます。ただし、TM-U210 とは印字マージ
ンはやや異なり、TM-U210 ドライバーは NV メモリー機能は使用できません。相違点につい
ては、5-1 ページ「印字形式の互換性」 および 5-7 ページ「追加新機能（TM-U210 からの置き
換えの場合）」 を参照してください。

5.1.9.3 ESC/POSコマンド（直接制御）
TM-U220II は TM-U210/TM-U220 と ESC/POS コマンドにおいて互換性を持っています。 した
がって、TM-U210/TM-U220 のプログラムソースで TM-U220II を動作できます。ただし、
TM-U210 とは印字マージンはやや異なり、TM-U210 ドライバーは NV メモリー機能は使用で
きません。相違点については、5-1 ページ「印字形式の互換性」 を参照してください。



TM-U210/TM-U220/TM-U300 置き換え時の注意事項   5-9

TM-U220II 詳細取扱説明書

5.2 TM-U300の置き換え

5.2.1 印字形式の互換性

TM-U220II の印字結果は、 TM-U300 とほぼ同じです。この項では、印字領域、文字、トップ
マージン（カット位置）の比較結果を説明します。

5.2.1.1 印字領域
TM-U220II は、下表および下図で示すように TM-U300 をほぼ同じ印字領域です。したがっ
て、TM-U220II は特別な設定調整をしなくても、TM-U300 を同じ印字内容になります。 

この値は基準値です。

印字領域とマージン

印字領域項目 TM-U300 （A、B、C、Dタイプ） TM-U220II（A、B、C、Dタイプ）
（紙幅76 mm使用時）

印字幅 63.5 mm
 （200ドット、400ポジション）

63.34 mm
（200ドット、400ポジション） 

左マージン 6 mm 6.8 mm

右マージン 6.5 mm 5.8 mm

TM-U220II（76 mmロール紙使用時）TM-U300
これらは標準値です。

76 mm

63.5 mm

6.5 mm
6 mm

印字領域

76 mm

63.34 mm

6.8 mm
5.8 mm

印字領域
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5.2.1.2 文字仕様
TM-U220II は、 TM-U300 とほぼ同じ文字仕様です。したがって、TM-U220II は設定調整をし
なくても TM-U300 と同じ印字内容になります。

注記 :
フォント A と B の cpl （1 行あたりの文字数）は、ディップスイッチ 2-1 で変更できます。
漢字フォントの cpl は、ESC/POS コマンド（デフォルト : 22 cpl ）で変更できます。

文字仕様 TM-U300 （Type A,B, C, D） TM-U220II（Type A,B, D）

1行あたり
の文字数
（CPI）

フォントA （9 x 9） 33 cpl 33 （35） cpl

フォントB （7 x 9） 40 cpl 40 （42） cpl

漢字（16 x 16） 22 （25） cpl 22 （25） cpl

文字幅 フォントA （9 x 9） 1.6 x 3.1 1.6 x 3.1

フォントB （7 x 9） 1.2 x 3.1 1.2 x 3.1

漢字（16 x 16） 2.7 x 2.7 2.7 x 2.7

文字構成 コードページ0～5 コードページ0～ 8と 19～
26とコードページ16、 17、 
18
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5.2.1.3 印字開始位置からのカット距離
TM-U220II は、オートカット位置と印字開始位置との距離が TM-U300 とほぼ同じです。した
がって、TM-U300 をオートカッター付きの TM-U220II と置き換えた場合、トップマージンは
変化しません。他の場合については、下表および下図を参照してください。

カット位置 TM-U300 （A、B、C、Dタイプ） TM-U220II（A、B、C、Dタイプ）

オートカット位置～印字開始位置 36 mm 27 mm

マニュアルカット位置～印字開始位置 26 mm （A、Bタイプ）

28 mm （C、Dタイプ）

Dタイプ : 22.1 mm

A、Bタイプ : 34.9 mm

TM-U220II（A、Bタイプ）

TM-U300 （A、 B、 C、 Dタイプ）

これらは基準値です。

（76 mmロール紙使用時）

TM-U220II（Type D）
（76 mmロール紙使用時）

Print start position line

Auto cut position line

Manual cut position line

26 mm (Type A, B)

36 mm

Paper feed direction

28 mm (Type C, D)

27 mm

34.9 mm

紙送り方向

 マニュアルカット位置線

オートカット位置線

印字開始線

22.1 mm

紙送り方向

マニュアルカット線

印字開始線
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5.2.2 カット方式

TM-U300 では、パーシャルカット方式をドライバーまたは ESC/POS コマンド制御から選択で
きます。パーシャルカット方式には 2 通りあり、一つは 3 点残し、もう一つは左端 1 点切り残
しです。

TM-U220II（Type A、B）では、パーシャルカット（右端 1 点切り残し）です。

5.2.3 外形寸法

TM-U220II の外形寸法は D タイプを除いて TM-U300 より幾分小さいため、TM-U220II は
TM-U300 と同じスペースに設置できます。

詳細については、 6-12 ページ「外形寸法と質量」を参照してください。

5.2.4 受信バッファー容量

この節はシリアル仕様についての内容です。

TM-U220II の受信バッファー容量は下表のとおり変更できます。

TM-U300 TM-U220II

外形寸法
（W x D x H）
 

A タイプ : 170 x 288 x 183 160 x 286 x 158

Bタイプ : 170 x 253 x 148 160 x 248 x 139

Cタイプ : 158 x 295 x 145 --

D タイプ : 158 x 235 x 125 160 x 248 x 139

製品 受信バッファー容量 バッファフル条
件

バッファフルの
解除条件

バッファフルからバッファフル解除
状態までのバイト数

TM-U300 40バイト
（DIP SW1-2 は On）

（ANK仕様 : DIP SW1-2 は
Off）
        1 KB
（日本語仕様 l: DIP SW1-2 は
Off）
        512バイト

残バッファ容量
は10バイト

残バッファ容量
は20バイト

10バイト

TM-U220II 40バイト
（DIP SW1-2 は On）

残バッファ容量
16バイト

残バッファ容量
は26バイト

10バイト

4 KB
（DIP SW1-2 は Off）
（デフォルト）

残バッファ容量
は128バイト

残バッファ容量
は256バイト

128バイト
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注記 :
FIFO 設定がなされていない場合、もしくは FIFO 設定が 10 バイトより大きい場合、
TM-U300 の受信バッファーはバッファフル状態になるとデータを消失するおそれがあります。
ただし、DIP SW1-2 が OFF 設定であれば、TM-U220II には十分な受信残バッファ容量が残
り、バッファフル状態でのデータの消失を防げます。

バッファフルからバッファフル解除状態までのバイト数は、TM-U300 より大きくなっていま
す。ただし、以下の点については注意が必要です。

5.2.4.1 バッファフル条件変更のアプリケーションへの影響
バッファ空状態からバッファフル状態までの時間は長くなっています。ただし、ホスト PC が
時間を監視することはないため、問題はありません。

5.2.4.2 バッファフル解除状態でのアプリケーションへの影響
バッファフルからバッファフル解除状態までの時間は TM-U300 よりも長くなっています。こ
れによりアプリケーションの構造によっては、タイムアウトエラーが発生する可能性がありま
す。

5.2.5 アクセサリの互換性

TM-U220II は TM-U300 と同じ消耗品を使用できます。ただし、電源供給ユニットは互換性が
ありません。 以下の項では、これらについて説明します。

5.2.5.1 電源供給ユニット
TM-U220II で TM-U300 （PA-#### or PB-####）の電源供給ユニットは使用できません。 
TM-U220II で使用できる電源供給ユニットは、下表に示されたものだけです。

注意 :
 TM-U220II に PA-#### またはPB-#### 電源供給ユニットを使用しないでください。間
違った接続は、火災や感電の原因となるおそれがあります。

5.2.5.2 消耗品
TM-U220II は、カーボンロール紙 （オリジナル + 2 枚複写）を除いて TM-U300 と同じ消耗品
を使用できます。 TM-U220II は 2 枚複写のカーボンロール紙への印字はできません。 

5.2.6 ステータスと検出器

TM-U220II には TM-U300 と同じステータスがあり、 さらに新しいステータスが追加されてい
ます。以下の項でそれらについて説明します。

TM-U220II（A、B、 Dタイプ） 

ACアダプター ,C1またはPS-180またはPS-190

消耗品 TM-U300 (Type A, B, C, D) TM-U220II（A、B、 D タイプ）

リボンカセット ERC-38（B/R） ERC-38 （B）、（B/R）
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5.2.6.1 追加ステータス
TM-U220II には以下のステータスが追加されています。

❏ ロール紙カバーオープン / クローズステータス

❏ ロール紙ニアエンドステータス（ニアエンド検出器搭載時 [ 工場出荷時オプション ]）

5.2.7 ジャーナルでの使用

TM-U220II の A タイプは TM-U300 （A、C タイプ）と同じくジャーナルで使用できます。た
だし、 TM-300 を TM-U220II と置き換える場合は、次の点に注意してください。

❏ TM-U300 は、2 枚複写のカーボン紙に印字できますが、TM-U220II は 1 枚複写のカーボン紙
のみ印字可能です。

5.2.8 追加新機能

5.2.8.1 壁掛け設置
TM-U220II タイプ B またはタイプ D は、オプションの壁掛金具 WH-10 を使用することによ
り、壁に掛けることができます。

5.2.8.2 NV ビットイメージ
TM-U220II はビットイメージのロール紙への印刷が可能です。

5.2.8.3 ユーザーNVメモリー
TM-U220II はテキストデータの保存が可能です。

5.2.8.4 メモリースイッチとメモリースイッチ設定モード
TM-U220II には、ソフトウェアディップスイッチのメモリースイッチがあります。メモリース
イッチ設定モードは、プリンターのみで（ホスト PC は必要ありません。）メモリースイッチを
設定するためのものです。 詳細については、2-18 ページ「メモリースイッチ」 および 2-20 ペー
ジ「メモリースイッチ設定モード」を参照してください。

5.2.9 ドライバーの互換性

この項では、置き換えの際の互換性と注意点について説明します。

5.2.9.1 Advanced Printer Driver
TM-U220II は TM-U300 と Advanced Printer Driver （APD）において互換性がありません。 
したがって、TM-U300 APD で TM-U220II を動作させることはできません。ただし、TM-
U220II APD を使うことで TM-U300 とほぼ同じ印字結果を得られます。印字マージンはやや
異なります。相違点については、5-1 ページ「印字形式の互換性」 を参照してください。
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5.2.9.2 OPOS
TM-U220II は TM-U300 と OPOS において互換性がありません。 したがって、TM-U300 OPOS
で TM-U220II を動作させることはできません。ただし、OPOS ではプリンターモジュールを
容易に交換できます。プリンターデバイスの TM-U300 から他のプリンターへの変更のみ行っ
てください。

印字マージンの違いについては、5-9 ページ「印字形式の互換性」 を参照してください

5.2.10 ESC/POSコマンド （直接制御）

TM-U220II は TM-U300 と ESC/POS コマンドにおいて互換性がいくらかあります。 印字マー
ジンの違いについては、5-9 ページ「印字形式の互換性」 を参照してください。
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第 6 章
製品仕様

6.1 製品仕様概要

印字方式 シリアルインパクトドットマトリックス

紙幅 76 mm / 69.5 mm / 57.5 mm

カットタイプ 2タイプから変更可能
パーシャルカット（右端1点切り残し） 

文字種 95英数字、 48国際文字 
拡張グラフィックス : 128 × 12ページ （日本語仕様15テーブル）

日本漢字 （2パス印字フォント） （JIS X0208-1990）: 6879

インターフェイス
 （コンパチブル）

RS-232C / 双方向パラレル

バッファ 受信バッファー *: 
4 KB / 40 バイト （DIP スイッチ1-2 により選択可能）

NVグラフィックデータ容量 : 128 KB

ユーザーNVメモリー : 8 KB

電源 ACアダプターによる電源供給
必ず指定のACアダプタ―[AC adapter, C1（型番：M235B）]、
[PS-180（型番：M159E）] または [PS-190（型番：M368A）] を使用してください。

動作電圧 DC24 V

消費電流（24 V時） 1.3 A

消費電力 *
（ドロアー・キック駆動
を除く）
*弊社動作条件におけ
る平均電力です。使用
条件およびモデルによ
り異なります。

動作時 平均 24.7 W
待機時 平均 1.2 W

使用環境 温度：　　　　 0～ 50℃
　　　　　　　（34°C以上の場合、湿度条件あり。6-10ページ「環境仕様等」参照 ）

湿度：　　　　動作時 :10 ～ 90% （非結露）
　　　　　　　保存時 :10 ～ 90% （非結露 ; 紙およびリボンを除く）

質量 Type A: 約 2.7 kg
Type B: 約 2.5 kg
Type D: 約 2.3 kg
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6.2 印字と用紙仕様

 

*1 グラフィック等の印字時には、印字速度を自動的に調整することがあります。（例：4.7 lps　
→　3.5 lps）

印字方式 : シリアルインパクトドットマトリックス方式

ヘッドワイヤ配列 : シリアル式 9 ピン

印字方向 : 双方向印字 （ロジカルシーキング）

印字速度 :*1 約 4.7 lps （40 桁、16cpi） 
約 6.0 lps （30 桁、16cpi、改行 1/8 インチ）

（データ転送および処理時間を除く）

紙幅 : 76 mm / 69.5 mm / 57.5 mm

印字幅 : 63.4 mm / 57 mm / 47.5 mm
ディップスイッチ設定により異なる。 詳細については、6-3 ページの表

「印字領域のドット幅」を参照。

印字桁数 : 35 （フォント A）、 40 （フォント B（デフォルト）） （紙幅 76 mm 使
用時）
詳細については、6-3 ページの表「文字寸法、文字間隔、印字桁数」
を参照。

文字間隔 : ANK 文字 : 3 ハーフドット （デフォルト） または 2 ハーフドット
漢字文字 : 2 ハーフドット （デフォルト） または 0 ハーフドット

ANK 文字（半角英数字）の文字間隔はディップスイッチ 2-1 により選
択可能。
漢字の文字間隔は ESC/POS コマンドにより選択可能。

紙送り速度 : 30 lps

改行幅（デフォルト）: 4.23 mm （ ESC/POS コマンドで変更可能。）

文字数 : 95 英数字、 48 国際文字 
拡張グラフィック : 128 × 15 ページ
日本漢字（2 パス印字フォント） （JIS X0208-1990）: 6879

文字構造 : フォント A: 9 × 9 （ドット）
フォント B: 7 × 9 （ドット）
漢字 : 16 × 16 （ドット）

（デフォルトはフォント B）
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印字領域のドット幅は、下表のとおりディップスイッチ設定と紙幅によって異なります。

*: 漢字のドットスペースは ESC/POSコマンドにより変更可能。

印字領域のドット幅

紙幅

ディップスイッチ2-1 の設定

ON OFF

76 mm 385ハーフドット 400ハーフドット

69.5 mm 360ハーフドット 360ハーフドット

57.5 mm 297ハーフドット 300ハーフドット

文字寸法、文字間隔、印字桁数

文字構成 文字寸法

（W x H）
（単位：mm）

文字間ドットス
ペース

紙幅 （mm）と印字桁数（cpl）
文字間隔 
（単位 : cpi）

（1インチ =
 25.4 mm）縦 x 横

ディップス
イッチ 2-1
設定 文字種類 76 mm

69.5 
mm

57.5 
mm

7 x 9
（フォントB）
（デフォルト）

ON ANK 1.2 x 3.1 2ハーフドット 42 40 33 17.8

グラ
フィック

1.6 x 3.1 0

OFF 
（デフォルト）

ANK 1.2 x 3.1 3ハーフドット 40 36 30 16

グラ
フィック

1.7 x 3.1 0

9 x 9
（フォントA）

ON ANK 1.6 x 3.1 2ハーフドット 35 32 27 14.5

グラ
フィック

1.9 x 3.1 0

OFF
（デフォルト）

ANK 1.6 x 3.1 3ハーフドット 33 30 25 13.3

グラ
フィック

2.0 x 3.1 0

16 x 16
（漢字
 フォント）

関係せず * 漢字 2.7 x 2.7 2ハーフドット
（デフォルト） *

22 20 16 8.9

0 * 25 22 18 9.5
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6.2.1 オートカッター（タイプA / B）

6.2.2 ロール紙供給

カット方式 : 刃分離式ハサミ方式

カット形態 : パーシャルカット （右端一点切り残し） 

供給方式 : ロール紙投げ込み方式

エンド検出器 : 検出方法 :  メカニカルマイクロスイッチによる検出
検出位置 : ロール紙の紙通過経路内に設置　ロール紙の最終端
付近で検出

ニアエンド検出器 : 検出方法 :  メカニカルマイクロスイッチによる検出

芯内径 : φ10.5 ～ 12.5 mm

ニアエンド調整 :  調整ネジ

残量 :  調整位置 
#1 約 8 mm
#2 約 5 mm

（検出位置は 2 箇所のいずれかに設定できる。） 
2-26 ページ「ロール紙ニアエンド検出位置の設定」を参照
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6.2.2.1 用紙仕様

[lps: 1 秒間あたりの行数 ]

紙送り方式 : フリクション・フィード

紙送り間隔 : 初期設定 : 約 4.23 mm
コマンドにより約 0.18 mm

紙送り速度 : 30 lps （約 4.99 インチ / 秒）
（連続紙送り時）                

ロール紙幅 : 76 ± 0.5 mm/ 69.5 ± 0.5 mm/ 57.5 ± 0.5 mm

最大径 : 83 mm

巻芯 : ニアエンド検出器を使用しない場合は、ロール紙は芯と用紙の
のり付けのないものを使用すること。

普通紙仕様 : 紙厚 : 1 枚紙 : 0.06 ～ 0.085 mm
坪両 : 52.3 ～ 64 g/m2 （45 ～ 55 kg/1000 枚 1091 × 788 mm）

感圧紙仕様 : コピー枚数 : オリジナル 1 枚 + コピー 1 枚
紙厚 : 0.05 ～ 0.08 mm （1 枚の厚さ）;
推奨紙 :
                             三菱製紙 - ノーカーボン紙 （青発色）
上用紙 :
                              N40Hi （紙厚 : 0.06 mm
                             　　　    坪量 : 47.2 g/m2）
下用紙 
                              N60 （紙厚 : 0.08 mm
                                         坪量 : 68.0 g/m2）

コピー能力は周囲温度に影響を受ることがありますので、
5 ～ 50°C の環境下でご使用ください。
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6.2.2.2 印字領域

印字領域（紙幅76 mm）

注記 :
上図の数値は標準値です。

カット位置（マニュアルカッター）（A, Bタイプ）

カット位置（オートカッター）（A, Bタイプ）

カット位置（マニュアルカッター）（Dタイプ）

34.9
27

22.1

(6.8) (5.8)63.4

76

最大200ドット
400ポジション

[単位: mm]
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印字領域（紙幅69.5 mm）

注記 :
上図の数値は標準値です。

カット位置（マニュアルカッター）（Bタイプ）

カット位置（オートカッター）（Bタイプ）

カット位置（マニュアルカッター）（Dタイプ）

34.9
27

22.1

(6.7) (5.8)57

69.5

最大180ドット
360ポジション

[単位: mm]
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印字領域（紙幅57.5 mm）

注記 :
上図の数値は標準値です。

カット位置（マニュアルカッター）（Bタイプ）

カット位置（オートカッター）（Bタイプ）

カット位置（マニュアルカッター）（Dタイプ）

34.9
27

22.1

(4.2) (5.8)57.5

57.5

最大150ドット
300ポジション

[単位: mm]
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6.3 他仕様

6.3.1 信頼性

寿命 : 機械体 : 750 万行

MTBF: 18 万時間 
故障とは偶発故障期における偶発故障をいう。

MCBF: 1800 万行 
寿命 750 万行に至るまでの磨耗系故障、偶発系故障を含めた
総合的な平均故障間隔を表す。

ヘッド : 1.5 億文字 （平均 2 ドット / ワイヤ /1 文字で印字した場合） 
（ただし、印字パターンは当社テストパターンによる）

オートカッター動作 : 80 万カット
寿命とは磨耗故障期に入り始めるポイントを示す。
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6.3.2 環境仕様等

動作温度および湿度の範囲

温度 : 動作時 :  0 ～ 50°C
（34°C 以上の場合、下図のように湿度条件あり。）
保存時 :-10 ～ 50°C （用紙、リボンを除く）

湿度 : 動作時 :10 ～ 90% （非結露）
保存時 :10 ～ 90% （非結露　用紙、リボンを除く）

耐震動 : 梱包時 : 
周波数 : 5 ～ 55 Hz 
加速度 : 19.6 m/s2 {2 G} 
スイープ : 10 分（片道） 
時間 : 1 時間 
方向 : XYZ 

耐振動テスト後、内外部に損傷は見られず、正常に動作す
る。

動作環境範囲

相
対
湿
度

環境温度
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6.3.3 設置

本プリンターを設置する場合は、水平に設置してください。また、紙カット時およびドロアー
の振動を考慮し、移動防止の対策をとってください。

また、B/D タイプはオプションの壁掛け金具 （WH-10）を用いることにより、壁掛け姿勢で
の設置が可能です。 

耐衝撃 : 梱包時 : 
梱包仕様 : エプソン標準梱包 
高さ : 60 cm （2 feet） 
方向 : 1 角、3 稜、6 面

落下テスト後、内外部に損傷は見られず、正常に動作する。 

非梱包時 : 
高さ : 5 cm （2 インチ） 
方向 : 4 辺、片支持 

落下テスト後、非印刷時に内外部に損傷は見られない。
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6.4 外形寸法と質量

6.4.1 外形寸法と質量

（全数値は標準値）

色 : エプソンスタンダードカラー（ECW、EDG）

6.4.1.1 外観図（Aタイプ）

（数値は標準値）

機種タイプ

外形寸法

質量幅 高さ 奥行き

Aタイプ 160 mm 157.5 mm 286 mm 約2.7 kg

Bタイプ 160 mm 138.5 mm 248 mm 約2.5 kg

Dタイプ 160 mm 138.5 mm 248 mm 約2.5 kg
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6.4.1.2 外観図 （Bタイプ）

（数値は標準値）
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6.4.1.3 外観図 （Dタイプ）

（数値は標準値）
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第 7 章
システム設計

この章ではシステム設計の際に有用な情報を紹介します。

7.1 接続方法とケーブル

本プリンターにはシリアル、パラレルの 2 タイプのインターフェイス仕様があります。イン
ターフェイスの種類により、カスタマーディスプレイ等のオプション品の接続方法も異なりま
す。インターフェイスによっては使用できない接続方法もありますのでご注意ください。

7.2 シリアル接続

TM プリンターをホスト PC とシリアル接続する際、以下のような接続方法があります。

• スタンドアローン
• パススルー接続

シリアル接続で用いるクロスケーブルの結線は、次の 2 種類です。
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プリンター制御とハンドシェイク方法の組み合わせにより使用できるケーブルが異なります。
TM プリンターの制御方法には Windows ドライバー、OPOS ADK、ESC/POS コマンドがあ
ります。ハンドシェイクとしては、XON/XOFF、DTR/DSR、RTS/CTS のいずれかを設定し
ます。それぞれの接続形態で使用可能なケーブルについては次項の各表をご覧ください。

7.2.1 Stand alone

TM プリンターとカスタマーディスプレイ（DM-D）を、ホスト PC にそれぞれ直接シリアル
接続します。

7.2.2 パススルー接続

カスタマーディスプレイ（DM-D）を経由して TM プリンターとホスト PC をシリアル接続し
ます。

注記 :
Y 字接続の切り換えディップスイッチのある DM-D （DM-D500 等）では、ディップスイッチ
が「Y 字接続 : 不可」に設定されていることを確認してください。
 

            アプリケー　
　　　　　　ション
TM サイド            制御
制御設定

XON/XOFF 
（除くOPOS）

DTR/DSR
（DOS、OPOS、Visual C）

RTS/CTR
（DOS、Windows ドライバー、
Visual C、Visual Basic、
MSComm）

XON/XOFF  1 タイプAまたはB ̶ ̶

 2 DM-D500: A,B
その他DM-D: 不可

̶ ̶

DTR/DSR  1 ̶ タイプAまたはB タイプ B

 2 ̶ タイプAまたはB タイプ B

           アプリケー　
　　　　　　ション
TM サイド            制御
制御設定

XON/XOFF 
（除く OPOS）

DTR/DSR
（DOS, OPOS, Visual C）

RTS/CTR
（DOS、Windows ドライバー、
Visual C、Visual Basic、
MSComm）

XON/XOFF 不可 ̶ ̶

DTR/DSR  1 ̶ タイプAまたはB タイプB

 2 ̶ タイプAまたはB タイプAまたはB

   2

   1
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7.3 パラレル接続

TM プリンターを、ホスト PC にパラレル接続します。カスタマーディスプレイ（DM-D）は
ホスト PC にシリアル接続します。
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付録 A 
TM-U220II/TM-U220/U210/U300比較表

TM-U300 
（A、B、C、Dタイプ）

TM-U210 
（A、B、Dタイプ）

TM-U220II/TM-U220
（A、B、Dタイプ）

印字仕様 印字仕様 シリアル9ピン
両方向印字、ロジカルシーキング

<==

印字速度 約3.5 lines/sec.（40桁、16cpi） " 約 4.7 lines/sec. （76 mm、40桁、
16cpi、改行1/6インチ ）

約 6.0 lines/sec.（57.5 mm、30桁、
16cpi、改行1/8インチ）"

2色印字 可能 可能 <==

1行あたりの
文字数

フォントA （9 x 9） 33 cpl 33 （35） cpl <==

フォントB （7 x 9） 40 cpl 40 （42） cpl <==

漢字（16 x 16） 25 （22） cpl 25 （22） cpl <==

文字幅 フォントA （9 x 9） 1.6 x 3.1 1.6 x 3.1 <==

フォントB （7 x 9） 1.2 x 3.1 1.2 x 3.1 <==

漢字（16 x 16） 2.7 x 2.7 2.7 x 2.7 <==

文字構造 コードページ0～5 コードページ0～ 8、19
～ 26

コードページ0～ 8、19～26と
コードページ16、17、18

リボンカセット ERC-38（B/R） ERC-38 （B）, （B/R） <==
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TM-U300
 （A、B、 C、Dタイプ）

TM-U210
（A、B、 Dタイプ）

TM-U220II/TM-U220
（A、B、 Dタイプ）

紙供給機能 ロール紙セット方法 軸支方式 ロール紙投げ込み方式 <==

ロール紙設定 ペーパーセミオートロー
ディング

オートローディング 1-2-3 設定

紙なし検出器 あり あり <==

ニアエンド検出器 あり オプション 工場出荷時オプション

カバーオープン検出器 あり なし あり

バリデーション検出器 あり（C、Dタイプはオ
プション）

バリデーション機能なし <==

紙送り方式 フリクション・フィード フリクション・フィード <==

紙送り間隔 デフォルト4.23 mm 
（1/6インチ）: コマンド
により変更可能

デフォルト4.23 mm 
（1/6インチ）: コマンド
により変更可能

<==

紙送り速度 25 lines/sec 25 lines/sec 30 lines/sec

用紙仕様 ロール紙寸法 紙幅 : 76 mm
ロール最大 : 83 mm

紙幅 : 76 mm
ロール最大径 : 83 mm

紙幅 :
      76 mm （Aタイプ）
      76/69.5/57.5 mm （B、Dタイプ） 
ロール最大径 : 83 mm

普通紙 紙厚 :
 0.06 ～ 0.085 mm

紙厚 :
 0.06～ 0.085 mm

<==

カーボン紙 複写数 s オリジナル + 1 枚複写

オリジナル + 2 枚複写 
（気温約25°C）

（コマンドで複写モード設
定要）

オリジナル + 1 枚複写

オリジナル + 2 枚複写 
（Dタイプのみ）

オリジナル + 1 枚複写 （A、 B、 D タイプ）

バリデーション紙  C、Dタイプのみ 対応なし <==
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TM-U300
 （A、 B、C、Dタイプ）

TM-U210
（A、 B、Dタイプ）

TM-U220II/TM-U220
（A、 B、Dタイプ）

巻取りユニット 自動巻取り （A、Cタイ
プ）

自動巻取り （Aタイプ） <==

オートカッター （A/Bタイプ） フルカット / パーシャル
カット : コマンドで選択可
能

パーシャルカット（中央位
置で左1点切り残し）

TM-U220II：パーシャルカット
TM-U220：パーシャルカットまたはフル
カット（工場オプション）

（パーシャルカット : 右位置で左1点切り残
し）

印字領域 オートカット位置～印字開始位置 36 mm 27 mm <== 

マニュアルカット位置～印字開始位
置

26 mm （A、Bタイプ）

28 mm （C、Dタイプ）

20.2 mm 34.9 mm （A、Bタイプ）

22.1 mm （Dタイプ）

印字幅 63.5 mm （200ドット , 
400ポジション）

63.34 mm （200ドッ
ト、400ポジション）

76: 63.34 mm （200ドット、400ポジ
ション）、 69.5: 57 mm （180,360）、
57.5:47.5 mm （150,300） 

左マージン （6 mm） （5.9 mm） 76: 6.8 mm、69.5: 6.7 mm、57.5: 
4.2 mm

右マージン 約6.5 mm （6.76 mm） 76: 5.8 mm、69.5: 5.8 mm、57.5: 
5.8 mm

内部バッファ 受信バッ
ファー

ANK仕様 1 KB / 40 バイト : 選択可
能

1 KB / 40 バイト : 
選択可能

TM-U220 TM-U220II

4 KB / 40バイト : 
選択可能

20 KB / 40バイト
: 選択可能

日本語仕様 512バイト / 40バイト ; 
選択可能

512バイト / 40 バイト ; 
選択可能

4 KB / 40バイト : 
選択可能

20 KB / 40バイト
: 選択可能

NVビット
イメージ

ANK仕様 なし なし 128 KB

日本語仕様 なし なし 128 KB

ユーザー
NVメモリ

ANK仕様 なし なし 8 KB

日本語仕様 なし なし 8 KB
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TM-U300
（A、 B、C、Dタイプ）

TM-U210
（A、 B、Dタイプ）

TM-U220/TM-U220II
（A、 B、Dタイプ）

使用可能電源供給ユニット PA-6508またはPB-
6508

PA-6508 ACアダプター ,C1、
または PS-180またはPS-190
※PS-190は TM-U220II のみ使用可能

外形寸法 
（W x D x H）
 

A タイプ ; 
170 x 288 x 183

Aタイプ ;
160 x 295 x 160

Aタイプ : 160 x 286 x 158

Bタイプ : 170 x 253 
x 148

Bタイプ ; 160 x 248 
x 150

Bタイプ : 160 x 248 x 139

Cタイプ ;
 158 x 295 x 145

-- --

D タイプ ;
 158 x 235 x 125

Dタイプ ;
 160 x 248 x 133

Dタイプ : 160 x 248 x 139

ケースの耐火等級 V-0 V-0 V-0

設置 水平（最大傾斜15度）
と壁掛け設置可能 .（B、
Dタイプ）

水平 （最大傾斜15度） 水平 （最大傾斜15度）
と
壁掛け設置対応（B、Dタイプ）
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付録B
文字コード表

B.1  全ページ共通

国際文字セット : アメリカ選択時
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B.2  ページ 0 （PC437: USA, Standard Europe）
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B.3  ページ 1 （カタカナ）
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B.4  ページ 2 （PC850: Multilingual）
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B.5  ページ 3 （PC860: Portuguese）
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B.6  ページ 4 （PC863: Canadian-French）
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B.7  ページ 5 （PC865: Nordic）
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B.8  ページ 6 （Hiragana）

このページは日本語対応仕様のみ有効です。
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B.9  ページ 7 （One-pass printing Kanji characters）

このページは日本語対応仕様のみ有効です。
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B.10  ページ 8 （One-pass printing Kanji characters）

このページは日本語対応仕様のみ有効です。
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B.11  ページ 16 （WPC1252）
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B.12  ページ 17 （PC866: Cyrillic #2）
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B.13  ページ 18 （PC852: Latin2）
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B.14  ページ 19 （PC858: Euro）
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B.15  ページ 20 （Thai character code 42）

このページはタイ語対応仕様のみ有効です。
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B.16  ページ 21 （Thai character code 11）

このページはタイ語対応仕様のみ有効です。
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B.17  ページ 26 （Thai character code 18）

このページはタイ語対応仕様のみ有効です。
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B.18  [TCVN-3 (Vietnamese)] 
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B.19  [TCVN-3 (Vietnamese)] 
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B.20  ページ 254 （白紙ページ）

UD:undefined
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B.21  ページ 255 （白紙ページ）

UD:undefined
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B.22  国際文字セット
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B.23  日本語フォント
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